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　全国の卒業生の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は校友会活動にご尽力、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　2022 年度も、コロナ感染の影響により校友会主催のイベントの多くが中止となり、また常任幹事会など
の各会議もリモートやハイブリット方式の開催となりました。各支部におきましては少しずつ対面での総会
が開催されるようになりましたが、まだまだ完全な形での支部総会の開催が出来ず中止や書面だけの開催を
余儀なくされた支部もございました。
　2022 年度の全国総会・懇親会は全員着席スタイルでの開催でしたが、本年度は 4年ぶりに通常の全国総会・
懇親会スタイルで 2023 年 6月 10日（土）「グランドニッコー東京台場」にて開催いたします。
　2022 年 9月に芝浦工業大学芝浦キャンパスの豊洲移転に伴い、校友会本部・事務局は豊洲キャンパス内
の「有元史郎記念校友会館」（旧アーキテクチャープラザ）へ移転いたしました。
　芝浦工業大学校友会は昭和 3年に発足しました。現在、本部を東京都江東区に設置しています。支部は海
外 5支部（台湾・シンガポール・上海・タイ王国・韓国）、国内（北海道から沖縄）にお住いの会員で構成
されている 43支部、官公庁や一般企業などに在職・退職された会員で構成されている 25の職域（企業）支
部と 2022 年度新たに加入された芝浦建築会支部を含む学部・学科・スポーツ等の共通する会員で構成して
いる同好会支部 23支部、合わせて 96支部が活動しています。
　校友会の目的は会員相互の交流と親睦を深め、社会貢献に寄与する活動の支援としています。また、母校
在学生への支援、教育事業を援助し、母校の発展に寄与する活動を行っています。
　現状は支部と本部が連携して下記のような活動を行っています。

　 １．在校生の就職支援活動
　 ２．在校生の研究・実習活動への協力、卒業生による「実学サロン」の開催
　 ３．在校生主催「芝浦祭」・「大宮祭」への支援
　 ４．新入学生（女子）への支援
　 ５．新卒業生への記念品贈呈
　 ６．母校開催の賀詞交歓会への協賛
　 ７．母校記念事業への協力
　 ８．箱根駅伝予選会出場への支援活動
　 ９．後援会主催イベントへの参加協力と交流
　10．校友会全国総会、賀詞交歓会の開催
　11．校友会支部への連携強化と活動支援
　12．「経営者懇談会」開催による芝浦工業大学校友会の強化
　13．資格習得講座の提供
　14．校友ラウンジの活用

　本年度も各事業での協賛・支援などを含め、様々な活動を行ってまいります。
　芝浦工業大学校友会は、在学生、後援会ならび大学関係の先生や教職員との連携を密にし、芝浦工業大学
の社会的基盤を更に強固にするための活動をしてまいります。
　最後に皆様のご健勝を祈念いたしますとともに校友会活動にご支援ご協力賜りますよう宜しくお願い申し
上げます。

芝浦工業大学校友会の概要と活動について
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会 長 挨 拶

芝浦工業大学 校友会

会　長

加 藤　善次郎

機械工学科　昭和 55年卒

校友会会員の皆様、ご家族の皆様如何お過ごしでしょうか。2020 年正月明けの新型コロナウイルス感染

報道から３年以上の月日が過ぎ、社会生活も少しずつ平常を取り戻そうとしていますが、未だ完全終息には

至っておりません。くれぐれもご自愛頂きますよう切に願います。

さて、私はその 2020 年 7月、鈴見前校友会会長（現理事長）の後を引き継ぐ形で、校友会の会長に就任し、

今年で３年が経過しようとしています。この間新型コロナウイルス感染防止対策を第一に皆様との交流も中

止や延期、それでも可能な限り支部総会、各種委員会の開催実現を目指し、書面による開催やオンラインに

よる開催をお願いし、何とか校友の和が途切れないように皆様にご協力を賜ってまいりました。皆様には改

めて御礼申し上げます。

校友会は昨年、3年ぶりに全国総会、懇親会を感染予防対策に万全なる対策を取った上で対面式にて開催

をさせて頂きました。皆様と直接お会いすることができ大変感動しました。また、感染者を一人も出さずに

閉会することができました。ここに、改めて皆様に心より感謝申し上げます。令和 5年度の全国総会・懇親

会は感染症発症前の体制に戻し、6月 10 日（土）ゆりかもめ台場駅直結のグランドニッコウ東京台場で成

功裏に開催されていることと思います。皆様との再会に改めて感動していることと思います。なお、この校

友会だよりは全国総会開催後に各支部へ配布されますので学内情報や各支部の活動状況などをご覧ください。

校友会館が昨年 9月 20日に豊洲キャンパス内に恒久施設として開館しました。豊洲本部棟が昨年 3月に

竣工し、旧アーキテクチャープラザ（建築学部製図棟）の本部棟移設工事完了を待って、その地に昨年の 7

月～ 8月にかけて建築学部猪熊准教授の内装設計、西武建設株式会社の施工で校友会館として新装開館しま

した。この施設は、かなり大きな施設であり、現在は 100名の常任幹事会もこの校友会館内交流プラザで実

施しています。是非、皆様の来館をお待ちしております。

校友会には、総務・広報、事業、財務、例規、組織、特別、就職支援の 7委員会が設置され、各委員会は、

副会長が委員長として企画、立案、運営を行っています。その中、就職支援委員会は、会長の私が委員長を

兼務しております。大学とともに 100％の就職率の達成を目指して学生の就職支援に協力をしています。昨

年度は、アフターコロナを見据え各企業ともに求人を増やす状況ではありましたが、芝浦工業大学は、

98.9％と近年にない高い就職率を達成する事ができました。多くの卒業生企業への就職が叶いました。皆様

のご協力に感謝申し上げますとともに、今後もご協力をお願い申し上げます。

最後に校友会会員の皆様、ご家族の皆様のご繁栄、ご健勝を心から祈念申し上げます。
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校友の皆様、そしてご家族の皆様におかれまして
は、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
今年度も芝浦工業大学校友会活動にご尽力賜り誠

にありがとうございます。

長かったコロナ禍も徐々に和らぎ、元の日常を取
り戻せる環境になってきました。
その一方では不安定な世界情勢の中、まだまだ穏

やかな生活は望めそうにありません。

昨年、大学は卒業生の皆さんが親しんできた田町
の芝浦キャンパスから本部棟の完成をもって豊洲
キャンパスへ完全移転しました。
そして豊洲には待ち望んだ『校友会館』の完成に

より校友ラウンジ・本部事務局も移転しました。
すでに多くの卒業生が喜びを享受しているところ

ですが、お近くにおいでの際はぜひお立寄りいただ
きたいと思います。

今年も総務広報委員会では例年通り本誌『校友会
だより』を発行しました。
関係各位のご協力の賜物と深く御礼申し上げま

す。
特に今回の『支部活動報告』では、自粛してきた

活動を復活させ、久しぶりに笑顔がこぼれる各支部
総会の話題が満載です。
どうかゆっくりお読みいただければ幸いです。

今後も近隣支部との相互交流なども加えて更に活
発な校友会活動を行ってまいりましょう。
皆様のご健康とご多幸を祈念しつつ、引き続きの

ご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

副会長・総務広報委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

𠮷 池　富士夫

金属工学科
昭和 51年 卒業

校友会歴
平成27年　埼玉支部長
令和 2 年　副会長（総務広報委員長）

経　　歴
平成25年　㈱LIXIL　専務執行役員
平成28年　飯田グループホールディングス㈱　執行役員
令和 2 年　㈱吉池事務所　代表取締役

卒業生の皆様におかれましては、お変わりなく
益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。平素は校
友会活動に多大なるご協力を賜りまして、心より御
礼申し上げます。コロナ禍も終息しつつありますが、
ロシアによるウクライナ侵攻も一年が過ぎ、物価の
高騰も続いております。このように社会の変革のス
ピードが速い時代に社会的課題を解決できる技術者
教育が必要です。

来年から大学工学部は、学科制から課程制に変わ
ります。これは「分野横断教育」であり、学生は、
軸となる専門分野以外の授業も取得できる制度で
す。この様に大学教育にも変革が起る中、校友会も
若手卒業生が集まる様な組織にしていかなければと
考えます。

本年４月より、「若鮎交流ゼミ支援制度」を開始
致します。これは、研究室の先生とその若手卒業生
と学生で研究発表や懇親会を校友会館もしくは東大
宮生協を利用して研究室単位で開催する際、校友会
より人数に比例して助成金を支援する制度です。開
催の冒頭で組織委員か卒業学科の常任幹事が校友会
の説明と本制度の趣旨説明を行い、若手卒業生や学
生達と懇親を深めて頂きたく思います。そして、若
手卒業生や学生の意見をお聞き出来る機会と捉え、
時代の変化に伴い、あるべき校友会の在り方を考え
ていければと考えております。

昨年は芝浦建築会が芝浦建築会支部となり、校友
会の一員となって頂きました。また、今後も休眠支
部の復活や新支部の開拓を推進して行きたいと考え
ております。
校友会の皆様におかれましては、校友会と大学の

益々の発展になお一層のご支援を宜しくお願い申し
上げます。

副会長・組織委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

飯 島　敏 春

機械工学科
昭和 54年 卒業

校友会歴
平成26年　常任幹事・監査役　就任
令和 2 年　副会長・組織委員長　就任

経　　歴
平成28年　日本通運㈱　参　与　就任
令和 4 年　芝浦工業大学就職キャリア支援部

顧問　就任
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校友の皆様、6年という長い間ご支援いただき、
どうもありがとうございました。無事副会長職を卒
業することが出来ました。6年前、機械工学科同窓
会支部長の故畠中總一郎先輩からご指名を受け、手
探りでここまでやってきました。最初の 3年間で組
織の流れを体感し、さあこれから自分の色を出して
いこうとしていた矢先に、新型コロナウイルスで、
その後の 3年間我慢を強いられてしまいました。し
かし、その間にたくさんの優秀な仲間や校友の皆様
に助けられ、こんにちを迎えることが出来ました。
心より感謝申し上げます。

恥ずかしい事をするなという精神を表す言葉で、
「名こそ惜しけれ」というものがあります。この名
というコトバは名声欲の名ではなく、恥ずかしい事
をしたら「あいつが」と言われる、その名です。こ
れは関東の鎌倉幕府成立時に、湧く雲のようにお
こった関東土着のモラルで、その後全国を風靡し、
しかも現在にも影響しており、日本人の倫理観、道
徳の基本的な礎となっています。作家の故司馬遼太
郎さんの講演での言葉です。

芝浦工業大学の卒業生には、この「名こそ惜しけ
れ」が脈々と受け継がれているのではないかと、各
支部総会に出席させて頂くと感じられることが多い
です。社会に学び、社会に貢献する技術者である為
には、「名こそ惜しけれ」を肝に銘じて、相手に対
しても、自分に対しても誠実に生きていくことと信
じます。

最後になりますが、校友の皆様におかれましては、
大学の為、在校生の為、もちろん校友の皆様の為に
今後とも校友会の活動に多大なる御支援、ご鞭撻を
賜りますよう伏してお願い致します。

副会長・事業委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

釜 井　重 一

建築学科
昭和 55年 卒業

校友会歴
平成23年　常任幹事就任
平成29年　副会長（事業委員長）就任（2期満了）

経　　歴
平成30年　三井住友建設㈱ 定年退職
平成30年　釜井建設マネジメント㈱　代表取締役

2020 年 1月の大流行から 3年が経過し、新型コ
ロナウィルス感染症の位置づけが現在の「2類相当」
から「5類」に移行する方向で動き始めました。
この間、卒業生の皆様におかれましては、困難な

時間を過ごされた方もいらっしゃることと拝察いた
します。
2023 年の全国総会では皆様と一堂に会して歓談

できますことを心待ちにしております。

さて、2022 年度は委員会の開催はメールでの討
議といたしました。
内容としましては、執行役員会の懸案でありまし

た「卒業生評議員候補者選考 規則」の確認であり、
第 6回執行役員会の会議の場で現行運用との齟齬を
指摘するとともに修正案を提示いたしました。当会
議ではその主旨が採択されましたので、例規委員会
委員の皆様に確認と意見を求め賛同を得ました。こ
の後、常任幹事会での承認を経て規則の改訂成立と
なります。
本年度は、委員の皆様の手を煩わす様な大きな規

則改定事事案はございませんでしたのでメールでの
討議といたしましたが、2023 年度は委員相互のコ
ミュニケーションを図る意味でも対面での委員会を
開催したいと思う次第です。

今後も、執行役員会ならびに各委員会から「規則
の改正」が起案されましたら粛々と対応して参りま
す。

最後になりましたが、ウィズコロナへの移行のも
と 2023 年度は皆様との再会を心待ちにしたいと存
じます。くれぐれも健康に留意しお身体をご自愛下
さるようお願い申し上げます。

副会長・例規委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

長谷川　健 嗣

機械工学科
昭和 57年 卒業

校友会歴
平成29年　常任幹事　常任幹事会議長
令和 2 年　常任幹事　副会長　現在に至る

経　　歴
平成29年　㈱吉田製作所　取締役　生産本部　本部長
令和 3 年　　　 同 　　　取締役　特命担当部長
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私は、高校、大学、大学院、そして教員として人
生の半分を芝浦工業大学と共に歩んできておりま
す。教員となってからは積極的に校友会活動にも参
加させて頂いており、事業委員会、特別委員会、選
挙管理委員会等、卒業生として多くの企画・運営に
携わらせて頂いております。少子化に拍車がかかっ
ている今日、何れの大学もその歴史を紡いでいくた
めに粉骨砕身の努力が求められます。
本学では、2024 年度に工学部が学科制から課程

制へと大きく再編し、続いてシステム理工学部、デ
ザイン工学部も改組を予定しております。芝浦工業
大学がこれまでに培った 100 年の歴史を次の 100
年に繋げるために、芝浦工業大学も大きく舵を切っ
ていく必要があります。芝浦工業大学が 2027 年に
100 周年を迎え、今後この混沌とした世界情勢の中
で発展を加速させていくためには、校友会、大学、
後援会の三位一体の連携は必要不可欠です。
私は現職の本学教員である強みを活かし、校友会

と本学、後援会との橋渡し役として、積極的に活動
していく所存です。特に特別委員会委員長として、
箱根駅伝本戦出場への挑戦、ますます活発になりつ
つ学生の課外活動支援、本学が力を入れている理工
系女子の進学支援等を着実に進めたいと考えており
ます。
これらの所信を基に『新たな世代の融合による開

かれた校友会の構築』を目指し、校友会のますます
の発展に貢献していく所存です。

副会長・特別委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

新 井　剛

地球環境システム専攻
平成 15年 博士課程修了

校友会歴
平成29年　選挙管理委員長
令和 2 年　特別委員会委員長　現在に至る

経　　歴
平成19年～平成20年　独立行政法人　日本原子力研究

開発機構　特定課題推進員
平成29年～現在　芝浦工業大学　工学部　材料工学科　

教授

卒業生の皆さまには、益々ご健勝のこととお慶び
申し上げます。平素は校友会活動に格別のご高配を
賜り厚く御礼申し上げます。
さて、財務委員会の主なミッションは予算編成で

す。予算編成の方針は、必要な施策に、必要な予算
を配分することで、校友会活動の活性化を実現する
こととしています。
校友会活動の活性化は、校友会会員のニーズ変化

に対応することが必要で、敏感に変化をとらえ、従
来の延長線上でない施策の創出が重要です。財務委
員会では令和４年７月～ 12月まで委員全員で「校
友会の活性化に向けた検討会」を開催し、答申をま
とめました。その概要は、以下の通りです。
１．校友会のネットワーク強化
　（1）学生向け就職勉強会など若手卒業生による

就職支援
　（2）校友会員が談笑できる「たまり場」づくり
２．若手デジタルネイティブ世代への対応
　（1）若手デジタルネイティブ世代による運営委

員会設立
　（2）若手起業家によるスタートアップ事業の支援
３．学術研究とのビジネス・ネットワークづくり
　（1）芝浦学術サロン（校友会員と大学研究者の

交流の場）の常設
　（2）ビジネスマッチング・イベントの開催と、

ビジネスマッチング・サイトの開設
以上の新しい施策への取組みを進めるとともに、

令和 9年（2027 年）に迎える大学創立 100周年に
向けた事業企画、さらにその後の校友会も考えなが
ら、校友会会員一人一人の思いを予算に刻み込んで
いきます。今後ともご支援ご協力のほど宜しくお願
い申し上げます。

副会長・財務委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

福 井　幸 博

電気工学科
昭和 55年 卒業
地域環境システム専攻
平成 23年 博士課程修了

校友会歴
平成27年9月～　常任幹事
令和元年7月～　富山支部長　現在に至る

経　　歴
平成25年8月　文部科学省地域イノベーション戦略支援

プログラム・プロジェクトディレクター
平成30年4月　（一財）北陸産業活性化センター　

特別参与　現在に至る
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本部監査役に就任して 6年目になりました「在校
生を 100％就職させる」は変わらず活動を行ってい
ます。最近では、IT 関連において学生優位の就職状
況が続いていますが、ウクライナの状況、米中対立
の結果により買い手市場になるかもしれません。今
後ますますDX 人材が必要となっていきます。大手
企業に入社できなくとも中堅 IT 企業に就職し技術
の習得と経験を積むことにより、大手企業の情報部
門への転職も可能となります。これも大手企業への
入社方法と捉えて、中堅 IT 企業を目指すのも良い
方法だと考えます。堅実な経営をされ好成績を残し
ている中堅 IT 企業もたくさんあります。そのよう
な企業に今年も大企業の試験で失敗した学生を積極
的に就職のあっせんを行っていきたいと思います。
在校生が中堅 IT 企業に目を向けるよう各地で行わ
れる当校の父母懇談会等において、中堅企業の魅力
を父母・在校生に発信し中堅 IT 企業に入社した芝
浦工業大学の若い卒業生に中堅企業の魅力を語らせ
たいと思います。大企業志向、公務員になりたい等
の理由で就職ができなかったということにならない
よう活動を行ってまいりたいと思います。
今期で任期を終え退任することになりますが退任

後も全力で校友会の支援を行っていきたいと思いま
す。

芝浦工業大学 校友会

監査役

小 川 達 生

通信工学科
昭和 51年 卒業

校友会歴
平成26年　本部常任幹事　就任
平成29年　本部監査役　就任　現在に至る

経　　歴
平成21年　㈱日新コンピュータシステム　代表取締役　就任
平成29年　㈱日新コンピュータシステム　取締役会長　就任

現在に至る

本部監査役就任から、早いもので、3年目が過ぎ
ようとしています。コロナ渦でのリモート会議ばか
りだったような気もしますが…思い起こせば、コロ
ナ渦といえども、なかなか楽しく、校友会の心髄で
ある皆さんとの酒の酌み交わし、言いたいことを
言っていたような…？
とは言え、我が芝浦工業大学の発展すざましく、

まさにグローバル大学として、世の中の一歩先を進
む一流の大学に進化していると実感しています。
真にうれしく、大学を誇る気持ちの高揚を感じざ

るを得ません。ありがとう我が母校芝浦工業大学。
世界が緊迫する中、どの様に模索し、人生を楽し

むか、大きな命題がここにあります。
何れにせよ、我が母校芝浦との関りは、人生にとっ

て大きな礎となっていることは間違いありません。
これからも、私の人生は、母校芝浦を愛し続け、

仲間たちとの大きな交流の輪の中で、楽しく歩むこ
とを目的としたいと考えていますし、できうる限り
の支援をして行きたいと考えております。
今後も、芝浦工業大学が、大きな発展を遂げるこ

とを目的に、自分の生き方、世に残せた実績を校友
会活動にうまく合致させ、校友会の皆さんのために
貢献したいと考えております。

芝浦工業大学 校友会

監査役

小 貫　諭

大学院工学研究科
工業化学専攻
昭和 52年 修士修了

校友会歴
平成25年　群馬支部長　就任
令和 2 年　本部監査役　就任　現在に至る

経　　歴
昭和61年　群馬セラミックス㈱代表取締役　就任
平成29年　群馬セラミックス㈱取締役会長　就任

現在に至る

監査役ご挨拶
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コロナが終息しつつある中で、大学も通常授業や
通常サークル活動等が実施されています。校友会も
対面での総会やその他各支部でのイベントも徐々に
実施または企画されつつあり、2023 年度はコロナ
以前のように校友会活動が円滑に実施されるよう常
任幹事及び執行役員としてもできる限りの支援をし
ていく所存です。
監査役としては、経験豊かな諸先輩達に支えられ

ながら、各活動や会計の監査を厳正に実施していま
す。
校友会館が豊洲に新しく開設されて豊洲キャンパ

スに行く機会が増え、対面での校友会会員同士の交
流が復活しつつあるばかりか、本部やキャンパスに
隣接していることから、在校生や職員との交流もし
やすくなったと感じています。ぜひ多くの校友会会
員に有元史郎記念校友会館交流プラザを活用してい
ただき、皆さんとともに校友会の新たなステージに
邁進していきたいと思います。

芝浦工業大学 校友会

監査役

作 山　康

建築工学科
昭和 58年 卒業

校友会歴
平成29年　常任幹事
令和 2 年　監査役

経　　歴
昭和58年　株式会社都市環境研究所（主任研究員・執

行役員）
平成23年　芝浦工業大学システム理工学部環境システ

ム学科（教授）

監査役ご挨拶

全国の卒業生・校友の皆様におかれましては、益々
ご健勝のこととお慶び申し上げます。また 3年間に
亘るコロナ禍が収束に向かい、平穏な日常を向かえ
ようとしています。これまで本学関係者並びに生徒・
学生を支えてこられたご家族の皆様に万感の思いを
込めて感謝と御礼を申し上げます。
本校は創立 100 周年へ向け、新たな挑戦の歴史

を刻んでいます。昨年 9月には豊洲キャンパスに本
部棟が開設され、学習環境は飛躍的に充実されまし
た。また海外大学との教育的連携や大学教育のグ
ローバル化モデルの構築、世界基準の教育展開が評
価され、文部科学省から引き続き「スーパーグロー
バル校」に認定されました。私立大学の全国ランキ
ングでは 24位と、名だたる国公私立大学に肩を並
べています。
私が本校で教育を受けていた時代と、現在の教育

環境との違いに隔世の感を抱きます。現役学生の皆
様は何と幸せなのかと感じると共に、今後の社会を
背負っていく使命ある一人ひとりであり、貴重な人
材群であると感じてなりません。
芝浦工業大学の発展を支えるのは、卒業生と現役

生の団結であると改めて確信致します。コロナ渦の
3年間で養った力を、今後は社会へと展開していこ
うではありませんか。
「知は力なり」との言葉がありますが、人格の伴っ
た知力こそ、次の時代をリードするものと確信致し
ます。芝浦工業大学の卒業生が共に手を携えて、本
学の卒業生の誇りを高く掲げ、前進して参りましょ
う。

芝浦工業大学 校友会

常任幹事会議長

林 田　和 雄

建築学科
昭和 52年 卒業

校友会歴
副会長（5期）
常任幹事会議長（2期）

経　　歴
一級建築士事務所 創造社勤務（在籍21年間）一級建築士
東京都港区議会議員（5期20年）
株式会社 アカネ（豊島支店長）

常任幹事会議長ご挨拶
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全国の校友の皆様、ご家族の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。コロナウイ

ルス感染症も 4年目を迎え、ようやく終息の兆しが見えてきました。全国の支部の皆さんからも 3年ぶりに

支部総会が開催できるとの話を戴いてます。

今年の入学試験も例年通り、前期 2 月 1、2、3、4、後期 2 月 21 日に実施されました。志願者数は

36,687 名で対前年比 97％でした。全国の私立大学志願者数では 21位（昨年 22位）でした。本学の 100

周年に向けての目標として全国型大学・女子比率 30％以上を目標にしています。東京の主要大学は本学を含

め 1都 6県からの入学者比率が 80％近くになっています。工学部の女子比率は 18％前後です。今年から全

国型大学に戻すべく、地方学生・女子学生向け給付型奨学金制度を新しく設けました。全国からの入学者を

お待ちしていますので、全国の校友の皆様のご協力を宜しくお願い致します。

昨年 9月 21日から使用開始した本部棟は 1階に世界的建築家・坂茂さん（本年 4月特別招聘教授に着任）

設計のイタリアンレストラン「銀座シシリア」・「SITGlobalCaff e セガフレードザネッティ」がオープンテラ

スにて開店し校友会寄贈のキャンパスピアノ・大階段のフラワーガーデン・シバウラキッズパークを楽しむ

近隣の皆さんで毎日賑わってます。これからも地域に開かれたキャンパス創りを目指していきます

元のアーキテクチャープラザは「有元史郎記念校友会館」としました。中には創立者有元史郎記念館・校

友会事務局・交流プラザを作りました。有元史郎記念館には創立者の末娘Mikko Hagotto-Henson さんから

の遺贈品が多数展示される予定です。ヘンソンさんはロサンゼルスに居住されてましたが昨年 6月に亡くな

られ遺産を全て芝浦工業大学の留学生にと、カリフォルニア州立大学アーバイン校に遺贈されました。毎年

70名を超える学生が語学研修等で留学をしています。

箱根駅伝予選会は昨年 20位でした。本戦には関東学連選抜に橋本君（環境システム学科 3年）が出場し

5区の登りの難所を志願し力走を果たしました。この 4月にも 12名の新人が入学してきます。何とか 100

周年までに本戦出場を果たすべく部員一同頑張っていますので皆様の応援を宜しくお願い致します。

結びに全国の校友の皆様、ご家族の皆様のご繁栄、ご健勝を心から祈念申し上げます。

理事長挨拶

学校法人芝浦工業大学

理事長

鈴 見　健 夫
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校友会の皆さま、いかがお過ごしでしょうか。コロナウイルス感染症に関しましては、多少の不安
を残しつつも、マスクをとって過ごすことができるようになりました。おかげさまで、2022 年度の
卒業式（学位記授与式）、2023 年度の入学式ともに、ご家族の方も交えて、東京国際フォーラムにて
挙行することができました。ようやく日常が戻ってきたと実感しているところです。
さて、3年の間つづいたコロナ禍にあっても、芝浦工業大学は立ち止まることなく走り続けてきま

した。大きなところでは、豊洲キャンパスに新しい校舎、本部棟を建設しました。昨年 9月にお披露
目会を開催したので、記憶に新しいのではないでしょうか。また、それを機に、芝浦キャンパスにあっ
たデザイン工学部を移転することで、人的物質的リソースの有効活用を図ると同時に、経営の効率化
も実現することができました。デザイン工学部の学生さんにとっても、他学部の多くの学生さんたち
と一緒に学ぶことができて、大いに刺激を受けているようです。
実は、このような目に見える変化だけでなく、教育の中身も大きく進化しようとしています。ご存

知のように、情報通信技術の急速な進展にともなって、日本の産業構造も大きく変化しています。そ
んな中、大学における教育が明治以来の学科・専攻の編制に縛られ、社会の変化に対応できていない
ことが課題となっていました。文部科学省の「大学における工学系教育改革のあり方に関する検討委
員会」では、学科ごとの縦割り構造の抜本的見直しを含む、工学教育改革が急務であるとの答申を出
しています。
本学ではこれを受け、他大学に先駆け工学部の学科組織を見直し、課程制に移行することを決定し、

その準備を進めてきました。この課程制では、教員は学部に所属し、人事が学部主導で進められるこ
とになります。これにより、退職する教員の専門分野に縛られず、今の社会に必要とされる分野の教
員が採用できます。変化の激しい社会に柔軟に対応することが可能となるわけです。
また、この課程制では、学生は社会ニーズにあった教育を受けられるだけでなく、学生自身が所属

する課程を超えて他分野の学修ができるように、カリキュラムが工夫されています。これからの時代
を見据えた大学教育を提供することが可能になります。2024 年 4月にスタートする新工学部にご期
待下さい。
なお、大宮キャンパスのシステム理工学部についても、追って課程制に移行することが決定してい

ます。ここでは教育組織の改革にとどまらず、老朽化した施設の刷新を含む、大規模な改革を計画中
です。こちらについても、計画が固まり次第、校友のみなさまにもお伝えしたいと思います。進化し
続ける母校の応援をよろしくお願いいたします。

学　長　挨　拶

芝浦工業大学

学　長

山 田　純



SIT NEWS芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。
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業
大
学

橋本選手に、芝浦工業大学のPRVTuber・
芝浦ミドリがインタビュー！ 橋本選手の速
さの秘訣や、食生活、休日の過ごし方まで
色々聞いています。 是非ご覧ください！

橋本選手インタビュー動画
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防衛大学校アメリカンフットボール部 Cadetsと対戦
撮影:松林健（@yashiken_photo）

豊洲フラワーガーデン前で花を配布する様子 

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
花
と
苗
の
無
料
配
布
で
地
域
交
流

11
月
22
日
、
24
日
に
コ
ス
モ
ス
の
切

り
花
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
サ
ル
ビ
ア

の
苗
を
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
で
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
、
四
季
の
移

ろ
い
に
合
わ
せ
て
花
の
植
え
替
え
を
年

4
回
行
い
ま
す
。
取
り
除
い
た
花
の
中

で
、
ま
だ
綺
麗
な
も
の
を
近
隣
住
民
や

学
生
教
職
員
な
ど
誰
で
も
受
け
取
れ
る

よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
が
訪

れ
、
コ
ス
モ
ス
約
80
束
、
苗
は
約

2
9
0
袋
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
自
宅
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
さ

れ
て
い
る
方
や
、
子
供
連
れ
で
散
歩
に

偶
然
訪
れ
た
方
、
近
隣
保
育
園
の
皆

様
、
研
究
室
か
ら
貰
い
に
来
た
学
生
な

ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
は
キ
ャ
ン
パ
ス
中

心
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
、
地
域
住
民

と
学
生
教
職
員
の
交
流
・
憩
い
の
場
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
目
的
を
十
分
に
果
た
す

大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
1
月
2
日
～
3
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
第
99
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

に
お
い
て
、
橋
本
章
央
さ
ん
（
環
境
シ
ス
テ
ム
学

科
3
年
）
が
1
月
2
日
の
往
路
5
区
（
小
田
原
～

芦
ノ
湖
2
0.
8
k
m
）
に
関
東
学
生
連
合
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
、山
登
り
が
続
く
特
殊
区
間
で「
最

難
関
」
と
も
い
わ
れ
る
5
区
へ
の
挑
戦
を
自
ら
希

応援ありがとうございました。
1年、2年と怪我で苦しみましたがこの舞台に
立つことができ、そして走ることができて本
当に良かったです。
本当に苦しい20.8kmでしたがとても楽しかっ
たです。目標としていた区間記録、区間賞、1
時間10分切りには遠く及びませんでしたが、次
につながる走りができました。
来年は芝浦工業大学として出場をして、リベ
ンジを絶対にします。
引き続き、芝浦工業大学の応援をよろしくお
願いします。

橋本 章央さんコメント

橋
本
章
央
さ
ん
が
関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
で
第
99
回
箱
根
駅
伝
に
出
場

～
1
月
2
日
の
往
路
5
区
を
力
走
～

望
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
往
路
最
後
の
5
区
で
、

最
終
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
襷
を
受
け
取
り
、
沿
道
か

ら
の
大
き
な
拍
手
を
受
け
な
が
ら
2
人
の
選
手
を

抜
く
力
走
を
見
せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
9
位
相

当
の
区
間
順
位
を
記
録
し
ま
し
た
（
関
東
学
生
連

合
チ
ー
ム
は
オ
ー
プ
ン
参
加
の
た
め
参
考
記
録
）。

橋
本
さ
ん
、
駅
伝
部
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
つ

か
れ
さ
ま
で
し
た
。

©月刊陸上競技

©月刊陸上競技

©月刊陸上競技

©月刊陸上競技
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芝浦工業大学校友会は、箱根駅伝出場を様々な形で支援しています
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卒業生の「今」

ハンドボール部OB 座談会企画：

主要大会で優勝39回、準優勝22回！
ハンドボール部栄光の歴史を振り返る

芝浦工業大学ハンドボール部は1959 年に全日本学生選手権大会、全日本総合選手権大会、全日本学生王座決定戦、全日本室内総
合選手権大会の4 大タイトルを獲得。日本代表選手も輩出し、その名を全国に轟かせました。今回は全盛期を支えた卒業生が当時
を振り返り、思い出を語り合います。

塩川 安賢さん
建築工学科 1961年卒業

田口 侑義さん
工業化学科 1961年卒業

中村 宏さん
土木工学科 1962年卒業

池田 茂郎さん
電気工学科 1962年卒業

池田 鉄哉さん
電気工学科 1965年卒業

河村 登さん
土木工学科 1985年卒業

●社会人チームにも勝利し、
　４大タイトルを独占！

――芝浦工業大学ハンドボール部は長い歴史と輝かしい戦歴を持

つ運動部とお聞きしています。まずは創部のきっかけから教えて

いただけますか？

田口：ハンドボール部は1950年春、当時東大文部教官だった高

嶋洌先生が芝浦工大の体育教室の非常勤講師になられたことを機

に、建築学科教授だった三浦元秀先生に部長をお願いして創設さ

れました。創部3年目ぐらいから全国の有力高校より新入部員を

迎えるようになり、急速に強くなっていきました。我々世代の部

員は全員が競技経験者で、全国の強豪校から芝浦工大に集まった

メンバーです。

塩川：僕は高校3年の冬に芝浦工大が全日本室内総合選手権で優

勝したのを見て、「ハンドボールをやるなら日本一のところへ行

きたい！」と思って入学しました。ハンドボールが11人制から7

人制に変わって、すぐの大会でしたね。

――ハンドボールといえば7人制のイメージですが、11人制の時

代もあったんですね。

中村：ハンドボールはもともとヨーロッパが起源のスポーツで、

7人制は北欧、11人制はドイツで誕生したといわれています。

11人制はサッカー場と同じ広さのコートで屋外、7人制は今と同

じ屋内のコートで競技します。

田口：北欧は寒さが厳しいから屋外では難しいんだよね。ちょう

ど我々の頃に世界的にも7人制へ移行していきました。

塩川：そして僕たちが在籍していた1959年に、芝浦工大は全日

本室内総合選手権だけでなく、全日本学生選手権、全日本学生王

座決定戦、全日本総合選手権の4大会のタイトルを独占したんで

す。

中村：あのときはいっぱいお祝いしてもらったね。

田口：11人制でも7人制でも日本一になれました。

●厳しくも実り多い合宿所生活。
　やり抜いたからこそ今がある

――大学チームはもちろん、社会人チームにも勝利しての日本一

ですね。なぜ、そこまで芝浦工大は強かったのでしょうか？

塩川：なんといっても合宿所で寝食をともにして、厳しい練習を

積んだことが大きかったね。

10
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田口：当時は駒沢公園に合宿所がありましてね。6畳間に学生4

人が共同生活ですよ（笑）。1年生は押入で寝ていました（笑）。

中村：1年生は交代で炊事当番もします。朝起きて、まず先輩の

布団を上げて、部屋を掃除してから洗濯。それから授業や練習で

すよ。

田口：合宿所の朝食がよかったね（笑）。白いごはんに味噌汁、

納豆、タクアン。納豆には必ず卵の黄身と鰹節とネギがついた

（笑）。

塩川：植物性たんぱく質が摂れるから本当に身体によかった

（笑）。

池田（鉄）：近くにライバル校の合宿所があったんですが、そこ

は味噌汁とタクアンだけだったらしいですよ（笑）。「卵の黄身が

つくなんて羨ましい」と言われた記憶があります（笑）。

塩川：当時60人の部員がいたんですが、まだ電気炊飯器がない

時代なので1年生が薪の釜でごはんを炊いていました。おかずが

サンマのときは60本のサンマを焼くわけです（笑）。

中村：食材の買い出しも1年生が学生服姿で行っていました

（笑）。合宿所生活は大変でしたが、やり遂げたから今があるのだ

と思います。

●過酷な長野合宿が
　黄金時代の布石に

――合宿所生活のエピソードは今の学生さんには想像もつかない

ことばかりですね！ 他に芝浦工大が強くなった要因はあります

か？

田口：毎年長野県の浅間温泉で行っていた春・夏の合宿でしょう。

11

（左から）池田（鉄）さん、中村さん、田口さん、鈴見理事長、塩川さん、池田（茂）さん、河村さん

上：1959 年度春季合宿日程
左：合宿心得



この合宿での特訓がハンドボール部黄金時代の布石になったと思

います。10日間の日程のうち、最初の3日間はボールを持たない

基礎練習で、うさぎ跳びや匍匐前進など軍事教練に近かったです

ね。練習中に水分を摂ることがタブーとされていた時代なので、

雨が降るとみんな上を向いて口を開けていました（笑）。恐怖の

浅間温泉合宿（笑）。毎年脱走者が出ました（笑）。

池田（茂）：私は3年次からマネージャーに転向したんですが、

脱走者を迎えに行くのが仕事でした（笑）。卒業後もそれが続いて、

郷里の山口県に帰って2年目の頃、「おまえと同じ高校出身の選

手が合宿から脱走したから迎えに行ってくれ」と連絡が入りまし

た。探してみると確かに山口に帰っていて、彼を東京まで送って

いったことを覚えています。

池田（鉄）：その選手はハンドボールの実力では国内トップクラ

スの選手でした。そんな一流選手が耐え切れないほど、合宿が厳

しかったということです。

●世界選手権や国際親善試合で
　欧州強豪チームに勝利

――試合での思い出もお聞かせいただけますか？

塩川：いちばん印象に残っているのは、1960年に秋田県で開催

された全日本総合選手権かな。台風で4日間雨が降りっぱなしで、

屋外コートが田んぼみたいになった（笑）。当時の写真を見たら、

全員泥だらけですよ。先輩のシューズが脱げて泥の中を探し回っ

たんだけど、なかなか見つからなかった（笑）。

田口：それでも決勝では大崎電気に勝利して優勝したね。

池田（鉄）：芝浦工大が海外チームを日本に招いて、国際親善試

合も4回やりました。1回目が世界選手権準優勝チームのルーマ

ニア代表。16対17で惜敗しましたが、「日本にこんなチームが

ある！」と世界に知らしめました。当時はＮＨＫで全国放送され

たんですよ。

２回目はフランスのステラというチーム。3回目はドイツ代表。ど

ちらも勝利しました。4回目は中国代表で、日本代表が負けたチー

ムでしたが、芝浦工大は勝ったんです。本当に強かったですね。

田口：海外チームは２ｍ近い身長がある選手も珍しくなかった

ね。身体の大きさ・厚み・重さ・高さが全然違いました。

池田（鉄）：それでも勝利できたのは、日本人選手にスピードと

機敏性があったからでしょうね。

田口：テクニックとスピードは遜色なかったね。

池田（鉄）：ステラとの試合会場は東京体育館だったんですが、

1万人入る会場が満員になった。新聞にも大きく取り上げられた

し、すごい人気でした。

田口：世界選手権にも2回出場させてもらいました。1961年は

西ドイツ（当時）、1964年はチェコスロバキア（当時）で開催

されて、チェコでの第1戦では前回大会７位のノルウェーと対戦

し、18対14で勝利を収めました。日本代表が世界選手権で初め

て手にした勝利です。今に至るまで日本代表が世界選手権に出場

できたのは、たった4回。その中の初勝利は快挙だったと思いま

す。ちなみに、日本代表ではありますが、選手の半分近くは芝浦

工大の学生か卒業生でした。

池田（鉄）：その後、1968年から始まる学園紛争を機に、新入

生を迎えることができなくなり、徐々に優勝から遠ざかっていき

ました。

池田（茂）：東京大学と芝浦工大は学園紛争がひどかったね。

池田（鉄）：他の強豪校はさほど影響がなかったんですが。

河村：私は先輩方より20年近く後の時代で塩川さんが監督をさ

れていたチームに在籍していました。当時は2部リーグでした。

強かった時代のお話を先輩方からお聞きする機会が多く、とても

印象に残っています。
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●一度経験すると
　楽しさがわかるスポーツ

――ここで改めてハンドボールという競技の楽しさ、面白さを教

えていただけますか？

池田（鉄）：ハンドボールには「走る」「跳ぶ」「投げる」の3要

素が全て揃っています。目的に向かってこの3要素をいかに使い

こなすかがポイントで、達成できたときの喜びは格別です。

田口：キーパーと1対1になり、シュートを打つ瞬間がダイナミッ

クなんですよ。キーパーとのかけひきで、ボールを浮かしたり、

股下を狙ったり、顔面の横を通したり。決まった瞬間はたまらな

いですね。ハンドボールの醍醐味だと思います。

池田（鉄）：それになんといっても優勝の喜びが大きいよね。私

は選手・監督として何十回も全日本選手権に出場していますが、

優勝の喜びを分かち合う瞬間が最高です。

河村：優勝は２部リーグでも３部リーグでもうれしいものです。

ハンドボールは相手選手とのコンタクトプレーもあるし、シュー

トは本当に快感です。やってみると楽しさがわかるスポーツなの

で、多くの方に知っていただきたいです。

●あの経験があれば、
　どんな困難も乗り越えられる

――最後に、ハンドボール部で学んだことで、社会に出られてか

ら役立ったことはありますか？

中村：たくさんありますよ。私は卒業後、企業に就職しましたが、

社内の人間関係を乗り切っていくのにハンドボール部での経験が

とても役に立ちました。卒業から10年後に独立し、総合建築業

の会社を立ち上げたのですが、会社経営はさまざまな困難を伴い

ます。しかし、「こんな苦労、大学時代の合宿に比べたらたいし

たことない」と思えました（笑）。あれだけの努力と忍耐をして

きたんだから、どんなことにも耐え切れる。会社経営なんて、金

がなければ銀行行って借りてくればいいんですよ（笑）。でも合

宿は「待ったなし」ですからね。その場で解決しなくてはならな

いことばかりで、本当に鍛えられました。

塩川：私は卒業後もずっとハンドボールに関わり、社会人チーム

や学生チームの監督を歴任してきました。そこで人を指導し、そ

の成長を見る喜びを実感したんです。人の指導とは、その人のい

い面を引き出すこと。選手一人ひとりの身体能力や技術力などを

観察し、伸びしろを見つけて指導すると、思ったとおりに伸びて

くれる。自分のことだけ考えていた選手時代より喜びは大きかっ

たですね。

河村：私は建築関係の仕事をしているんですが、塩川監督には仕

事の案件も紹介していただきました（笑）。

田口：なんといっても工業大学ですからね。実習があるから、私

たちも普段は授業に出席し、その後に駒沢グラウンドで練習して

いました。とにかく忙しいから時間をムダにできない。限られた

時間の使い方は社会に出てからも役に立ったんじゃないかな。

中村：私は少し前に難病になり、3か月間入院して、ほとんど車

いすの生活を送っていました。病院のリハビリも受けましたが、

少し痛みがあるとそこでストップです。「これでは治らない！」

と考え、自分なりに工夫してリハビリし、今では2日に1回ゴル

フができるまでに回復し、主治医も驚くほど。この精神力も学生

時代の部活動で培ったものです。

池田（鉄）：現在、私は芝浦工大の女子ハンドボール部の監督を

務めていますが、部活動は人間形成の場です。合宿所の心得に、「ハ

ンドボール部の活動は技術の錬磨のみならず、精神と社会的訓練

を目的とする」「全ての言動は全日本の覇者たる自覚に基づけ」

というものがあります。

全員：ありましたね。

池田（鉄）：私たちの一挙手一投足にこの言葉が染み付いている。

これこそが大学スポーツの成果だと思います。
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Shiba-jo プラチナネットワークとは

　芝浦工業大学の女性卒業生、教職員、在学生でつくるネットワークです。

　異業種 / 同業者交流としてご自身のキャリアに活かすもよし、ご自身の活動を紹介する場としても

よし、再就職のヒントを得る場所など、それぞれの立場で、メンバー同士がこのネットワークを活用

しています。ぜひ、あなたの活用方法を見つけてください！

　現在は、就職セミナーへの参加など女子学生への支援を中心として活動していますが、今後このネッ

トワークを活用した活動を広げていきたいと考えています。一緒に中心となって進めて頂けるメン

バー、活動におけるアドバイス頂ける方を募集中。

　また、在学生支援としてセミナーなどに登壇頂ける方も募集しています。ぜひお気軽にお問い合わ

せください！

　ご興味ある方は、QR コードより Shiba-jo プラチナネットワークにご入会ください。

本学の女子学生や卒業生向けイベントの企画・運営をお手伝いしてくださる方も大歓迎　

です。

Shiba-jo プラチナネットワーク会員数
種別 卒業生教員 卒業生職員 卒業生 学部生 教員 職員 計
人数 1 4 88 118 34 20 265

2023 年 4 月現在

芝浦工業大学男女共同参画推進室内 Shiba-jo プラチナネットワーク事務局
TEL：048（720）6440
E-mail：desk-geuality@ow.shibaura-it.ac.jp

Shiba-jo プラチナネットワークご紹介
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2022年度 女子学生と卒業生の座談会報告

　10/8（土）に豊洲キャンパスの新校舎である本部棟で、女子学生と卒業生の座談会を開催しました。
この座談会では、芝浦工業大学の女子学生と卒業生の交流を目的としています。はじめに卒業生の 4
名に自己紹介をしていただき、その後 2 つのグループに分かれて座談会を行いました。進路のデータ
からは知ることができない、実際の職場環境や就職相談、結婚や出産の経験談など、普段は聞くこと
のできない話で盛り上がりました。参加した学生からも高い満足度を得ることができ、有意義なイベ
ントにすることができました。

2022年度 懇親会報告

　10/8（土）の座談会終了後、Shiba-jo プラチナネットワーク懇親会が豊洲キャンパス交流棟
402 室にてオンライン併用で開催されました。27 名（Zoom 参加 3 名を含む）が参加しました。
最初に池田歩前代表よりこれまでの活動報告及び運営体制の変更について、その後、金丸真奈美新代
表より今後の活動についてのお話がありました。その後、参加者全員の自己紹介と近況報告が行われ、
最後に男女共同参画推進室吉川倫子室長より大学における男女共同参画に関わる最近の取り組みにつ
いて紹介がありました。その後、9 月に完成した本部棟のお披露目ツアーが実施されました。懇親会
参加者に実施したアンケート回答では懇親会に満足いただけたこと、また、今後もイベントに参加し
たいとの前向きなコメントをいただきました。
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～ 変革の時代の経営を考える～

実学サロン（第31回）
2022 年 11月 18日開催

講師　田 口　継 道

図１　新しくなった校友会館（豊洲）で開催した実学サロン。司会の小平和一朗総務広報委員（右）と講演者の田口継道（1964年建築学科）。

【講演概要】　
　講師の田口氏は、理念として「そこに住う人、集う人、仕事する
人々がイキイキと感じ、居心地の良い建築を造りたいと心がけてお
ります」「人に優しい、自然に優しい、優しい建物、優しい街の創
造を目指します」を掲げています。
　田口氏が手掛けた東京デズニーランドの建設では「ゲスト（顧客）・
オン・ステージ、従業員はサポーター」という、デズニーのサービ
スとホスピタリティを学びました。
　デズニーでの学びを活し、病院づくりなどでは、メカニカルなも
のを隠し、好感度アップ、人間性に視点をあてた病院らしくない病
院づくりを心がけました。「また来たくなるやすらぎの空間をつく
る」病院の中にいて居心地が良い空間設計を実現してきました。住
居設計では「住んで幸せになれる環境づくり」「心に響く家づくり」
を、施設設計では「豊かな自然との融和」「目的を理解し、未来を
見つめる」「社会との関わり合いを理解する」を心がけました。

 講師　

安らぎと快適さを感じさせる建物づくり
－ アーキテクトとして半世紀 －

社会に出て活躍している多種多彩な校友の交流の場
　2012 年 7月に第 1回目の実学サロンを開催しました。コロナ感染の影響を受け、2年半前からお休
みをしていましたが、2022 年 11月 18日に第 31回目の『実学サロン』を開催できる状況になりました。
今回は、豊洲移転で新しくできた「校友会館」を使用して対面での開催となります。今日は総勢 63名の
方の参加が予定されています。
　今回初の試みとしてオンライン（Zoom）で聴いていただくこととし、現在 17名が参加しております。
校友会館での開催も Zoomでの開催も初という取り組みです。
　実学サロンの講師は、毎回校友から選んでいます。社会に出て活躍している校友をご紹介したいとの
趣旨で取り組みを始めました。ビジネス経験や研究活動の経験を聞くことは有意義なことです。実学は、
その道で体得された方からの情報をヒントにするのが一番です。皆様のご支援、よろしくお願いします。

副会長・総務広報委員長　吉池 富士夫

図２　 「人に優しい住宅づくり」を手掛け
てきた田口継道氏
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お客様は演劇の中のスターであるという考えでやってくれ
　1970 年に独立して、設計事務所をつくりました。10年位経っ
た時に東京にデズニーランドをつくる話があり、そこに関わる仕
事ができました。今でも「This is America．」と「Gest on Stage」
という言葉が記憶に残っています。その言葉に感銘を受けました。

病院らしくない病院を作る
　大きな病院の設計依頼がきました。その事務長から「田口さん
一回朝から受付にきて一日座っていてくれ」と言われました。養
老型と言って、老人が多い病院でした。「患者さんで病院に喜ん
でくる人はいない」と事務長から話されました。いかにして最初
の印象を従来からの病院の印象を脱した病院をつくろうと取り組
みました。
　「病院は来るのも入るのも嫌だ。病院は嫌いだ」となります。そ
こで「また来たくなるやすらぎの空間をつくる」ということを心
掛けました。具体的には受付にある PCは見えないようにし、事
務的要因を見せない円形とし、あたりを柔らかく見せるようにし
ました。（図３）

「光と風」がコンセプト（秩父病院）
　病院の中に居ても心地良い季節には荒川を渡ってくる風を感
じ、お日様が出ている時には、出来るだけ建物の奥にまで直接外
の光が行き届くような建物をつくりました。昼夜の時間の経過が
屋内にいても自然に感じられる、周囲の山並みに同調した２階建
て病院をつくりました。その設計にあたり、院長の趣味が、山登
りから始まりヨットであり、スキーであり、魚釣りであり、スポー
ツの愛好家であり、ナチュラリストでした。建物の素材として木
を主題とし、木を感じられる建物づくりを心掛けました。（図４）

自然との調和を考えて建物を建てる（滝川コミュニティーコア）
　自然環境との融和、目的を理解して未来を見つめる、社会との
関わり合いを理解することが大事です。設計にあたっては、現場
に行って、周りをみて、地域に根差した建物を作ることです。自
然との調和を大事にした建物を建てることが重要です。図５は、
北海道の旭川市の近くの滝川市に作った建物です。大雪山のふも
とに、ある会社のアンテナショップを建設しました。ホールやレ
ストランなどが入る建物をつくりました。

新しいお墓のあり方（赤坂浄苑）
　赤坂につくった納骨堂です。新しいお墓の在り方を考えてつく
りました。ボタンを押すと納骨のお墓が出てきます。会社の帰り
にも寄れます。今はこのような納骨堂が流行っています。Ｑ＆Ａ
の中で「納骨堂を勉強した。ほとんどが建物の中に閉じ込めてい
るのが多い。できるだけ普通の屋外の墓詣りに行った時の感じを
残そうと思い、風が通るようにした。屋外の墓の前に行ったよう
な雰囲気を出すようにした」と設計コンセプトを報告しました。
（図６）

【講師略歴】
　田口　継道（たぐち　つぐみち）氏
1964年 3月　 芝浦工業大学建築学科卒

業、卒業設計優秀賞。
1964年 4月　 設計連合入社、丹下健三先

生門下。
1967年 4月　設計連合退社。
1970年 4月　 新東企画設計事務所を設立

し代表取締役社長。
1987年 1月　 ㈱田口継道建築設計事務所

に社名変更

実学サロンのホームページでの案内
校友会のホームページをご覧下さい。

http://www.shibaura-koyu.jp/salon/index.html

実学サロン開催案内メールサービス
　案内を希望の方は、メールアドレスと氏名と学科・卒業年次を
下記メールアドレスに、ご連絡ください。

E-mail: sitfriends@shibaura-koyu.jp

図３　回心堂第 2病院、ホテルのような事務
所らしくない受付

図５　滝川コミュニティコア、山脈がみえるよ
うな建物

図４　秩父病院、木肌を見せ、天窓から自然光
と風を室内に

図６　赤坂浄苑（東京赤坂）、開放的なお墓（納
骨堂）
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支 部 活 動 報 告

北 海 道 支 部 支部長　小川 博司　工業経営学科　昭和45年卒業

青 森 支 部 支部長　木村 喜有　土木工学科　昭和44年卒業

校友会の皆様におかれましては、全国各地でご活躍の
こととお慶び申し上げます。
北海道支部はコロナ禍で三年間中止となっていました

支部総会を 5月 27日（土）になんとか開催する運びと
なりました。
また、同様に開催できなかった北海道内にある 5つ

の分会も、3分会で分会総会が開催され、少しづつです
がコロナ前の状態に近づいてきました。
支部総会を開催できない中ですが、今年で 44号とな

る支部だよりは継続してきました。また、北海道出身の
卒業生の動向調査を継続してきましたが、道内への就職
者が少なくなっており、会員数の増加に繋がり難い状況
となっています。
そのような状況の中、北見分会の総会に支部総会に 2

名の新しい参加者が加わってくださいました。長年の懸
案ですが、少しでも多くの新しい校友会員が参加できる
よう知恵を絞っていきたいと思っております。
最後に 0B諸氏とご家族の健康を祈念申し上げます。

コロナウイルス感染拡大の影響で、校友会の支部活動
は令和2年、3年の2か年休止状態となっておりました。
令和 4年は校友会本部から飯島副会長をお迎えし、3年
ぶりに支部総会・懇親会・親睦ゴルフコンペを開催しま
した。今年の総会は青森市での開催のため、青森市在住
者が中心ではありましたが、久しぶりの開催で一同楽し
く、盛り上がることができました。

青森支部は 160名程の会員が登録されておりますが、
新しい方の参加が少なく、年々連絡先も宛先不明の方が
増えてきており、先細り感が否めません。
次回の青森支部の総会・懇親会は青森、八戸、弘前の

輪番開催で、令和 5年は 10月に弘前で開催予定です。
校友会だよりをご覧の青森県在住の方　是非一度支部

総会・懇親会に足をお運びください。大歓迎いたします。
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岩 手 支 部 支部長　遠藤 龍一　建築工学科　昭和50年卒業

令和 5年 5月 8日から新型コロナも 5類に移行され
るようで、やっと通常の生活ができると期待しておりま
す。
令和 4年度の岩手支部総会は例年であれば本部総会

の報告を兼ねて 6月下旬に開催しておりますが、昨年
同様にコロナの関係で今年の開催は夏以降に様子を見な
がら考えようということになりました。9月に有志と連
絡を取りながら開催の検討をした結果、少数の参加者と
なることが予想されるが今年も開催しようという運びと
なりました。
11月 19 日（土）「岩手県情報交流センター」で開催

いたしました。入館の際の検温・アルコール消毒。会議
室に入ってからも検温・アルコール消毒・座席の間隔を
開け、コロナ対策を万全にして開催しました。総会後の
懇親会は有志にて短時間ではありましたが行いました。

今年度も少人数の支部総会でしたが、来年度こそはコ
ロナも収束して多くの仲間が参加し大いに盛り上がる支
部総会になることを期待して閉会しました。

秋 田 支 部 支部長　池田 広志　建築工学科　昭和55年卒業

全国の芝浦工業大学校友会の皆様、いかがお過ごしで
しょうか。国のコロナ対応も変わり、その先に明るい光
が見えるような気がします。
秋田支部では例年 7月第一金曜日に支部総会を開催

することとしています。大学や校友会本部からの来賓を
招き、年に一度の総会では母校の最新情報や支部会員の
近況などの話題に宴は大いに盛り上がります。また、会
員の親睦と健康維持にとゴルフコンペも開催していま
す。秋田にゆかりのある卒業生の皆様、連絡をお待ちし

ています。
豊洲キャンパスは完成を迎えましたが、大学本部では

27年の創立百周年に向けた準備に忙しさが日に日に増
してきていることと思います。支部からも応援いたしま
す。
百周年を迎える年にはコロナ禍もすっかり過ぎ去り、

素晴らしいキャンパスに学生たちの口元にはマスクは無
く、白い歯の満面の笑みが見られることを信じています。
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宮 城 支 部 支部長　杉﨑 年英　土木工学科　昭和48年卒業

今年こそ正常な支部活動を目指して
コロナまん延の中会合の開催もままならず、実質的な

支部活動のお手上げ状態が 3年続きましたが、昨年末
の幹事会で、どんな状況になっても今年からは正常な支
部活動を目指すことにしました。
総会もリモート参加が出来る会場で正規の総会を開催

することとし、ゴルフ大会もコロナ禍前に戻して年 2
～ 3回行い、そのほかの野外活動も実施することとし
ました。
また値下げしていた支部年会費も以前の金額に戻すこ

ととし、その時々の情勢に合わせて支部活動を行うこと
で、幹事一同一致しました。
コロナ禍の経験として、何もできない状態とは何もし

ないことではなく、その時々の状況に合わせて何が出来
るかを考えなければならないことを、思い知らされまし
た。
支部活動の最大目標でもある会員同士の親睦を図る為

には、会員同士が顔を合わせることが何よりも大事であ
ることを思い知らされたコロナでした。

山 形 支 部 支部長　川越 進　土木学科　昭和46年卒業

コロナ禍で支部活動が休止となり 4年になります。
本年は山形支部の歴史を振り返り、今後の支部活動の

活性化につなげて行きたいと思います。
＜昭和 45年＞
後に初代支部長となる酒井先輩（昭和 4年卒）から
島貫先輩（昭和 25年卒）へ連絡があり山形支部が発
足。（初代会員は数名）年に 1回の会合を実施。

＜昭和 52年＞
昭和 11年卒の酒井先輩が第 2代の支部長となる。
卒業生名簿を入手するも、現住所の把握が難しく例年
5名程度の参加で支部総会開催。

＜昭和 62年＞
昭和 25年卒の島貫先輩が第 3代の支部長となる。
例年 150 通程度の支部総会案内状を送付するも出席
者が集まらず数年間の休会もあった。
その後は10名程度の参加者での支部総会開催が続く。

平成 19年には山形支部活性化の為、校友会野溝常任
幹事に出席頂き「山形支部活性化委員会」を会員 12
名で開催。

＜平成 20年＞
川越支部長が第 4代目就任。役員増強し総会参加者
を増加させるべく活動する。支部会費も 1,000 円と
して多くの会員からの会費徴収を図る。
平成 26年には県内各地区の活動を活性化させようと
置賜地区と庄内地区に分会を設立し、支部総会の他隔
年で分会を行い会員増強に努める。
現在は約 200 名の会員で、50名程度の皆様から会費

を頂戴しております。
今年度は、コロナ禍の状況にもよりますが、支部総会

と共に山形支部創立 50 周年もお祝いしたいと考えま
す。その際には会員の皆様にご案内致しますので、是非
ご参加ください。待ちしております。



21

福 島 支 部 支部長　樋口 正人　電気工学科　昭和53年卒業

福島支部は支部会員の「絆」を大切にして、相互の親
睦を深めることを目的とした支部です。
令和 4年度は、猛威を奮うコロナにより対面による

活動は行いませんでした。制約が多い中、文書による総
会、リモートによる幹事会を重ね、出来る範囲で活動を
行いました。3つの事業として（①大学への支援（駅伝
募金）②会報発行 ③会員拡大活動）を実施しました。
新規事業である「会報」は、会員同士が繋がる場の提

供が目的です。会員投稿の旅行記、母校からの情報、わ
が町の芝浦OBを訪ねて、川柳コーナー等の記事があり
ます。会員でも、お互いの事は余り知りません。平素は、
大学の動向を知ることができなくなります。そんな隙間

を埋めてくれる内容です。
会員拡大活動として取り組むことは、卒業生に支部の

存在と活動を知って頂き、会員との交流を通じて、有意
義な人生を送ってもらうことです。今、世の中はグロー
バル化が進み、逆の孤立化も存在します。今年度は、メー
ルと郵送による勧誘を行いました。
写真は、2021 年支部総会の時のものと、2022 年 3

月に実施した「リモート懇親会」（芝浦食堂カレーを食
べながら色々なお話をして楽しみました。）
の模様です。具体的活動内容は、校友会本
部のホームページをご覧ください。

栃 木 支 部 支部長　池田 猛　土木工学科　昭和48年卒業

令和 4年度の「栃木支部総会・研修会・意見交換会」は、
昨年 11月 6日に「ホテル　ニューイタヤ」において 3
年ぶりに対面で開催しました。総会には、大学から理事
の満重信之様、校友会本部から副会長の釜井重一様のご
臨席を賜り、満重理事からご挨拶を頂いた後、令和 4
年度事業計画及び会計予算等が、満場一致で承認されま
した。
研修会では、前田洋人さん（宇都宮市職員）から「芳

賀・宇都宮 LRTについて」、満重理事からは箱根駅伝出
場までの取り組みなど「大学の近況について」、釜井副

会長からは豊洲キャンパスに新設された校友会館など
「校友会の近況について」と大変有意義なお話を頂きま
した。意見交換会では、校友同士の歓談があり、最後に
恒例となっています校歌を全員で声高らかに歌え上げ、
盛況の中での終宴となりました。
栃木支部では、現場研修会やゴルフコンペを復活させ

るなど積極的に活動してまいりますので、栃木県の出身
者・在住者・在勤者など所縁のある方のご参加をお待ち
しております。

令和 4年 11月 6日　令和 4年度　芝浦工業大学校友会　栃木支部総会（第 21回）　総会集合写真及び状況写真
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茨 城 支 部 支部長　増山 栄　建築学科　昭和47年卒業

茨城支部の活動に際して、芝浦工業大学校友会より格
別のご高配を賜り感謝申し上げます。
今年度の茨城支部総会は、令和 4年 11月 12日（土）、

「水戸三の丸ホテル」にて 3年ぶりに開催することがで
きました。本校監査役の大越雅也様、本校校友会常任幹
事兼神奈川支部長の長井義明様、群馬支部長の青木豊治
様、埼玉副支部長の作山康様、同じく埼玉副支部長の佐
藤勝様、千葉支部幹事の安田俊司様、をお迎え致し、昔

の思い出話や近況報告等について、コミュニケーション
を図り総会は大いに盛り上がりました。
今年度は本校の山田純学長の映像によるスピーチの拝

覧及び本校在学生による学生インタビューを視聴し、参
加者一同が素晴らしい時間を過ごすことができました。
来年度も今年度以上の皆様のご参加をお願い申し上げ

ますと共に全国校友会の皆様、今後ともどうぞよろしく
お願い致します。

群馬支部は、上毛三山（赤城山、榛名山、妙義山）に
囲まれ、関東平野の北に位置した故郷に 1500 名を超え
る卒業生が活躍しています。
今年度（令和 2年）は、新コロナウイルスの関係で 3

月 7日の支部総会を中止いたしました（非常に残念）。
主な活動内容は、3月に支部総会と懇親会、6月の全国
総会の参加、8月に親睦ゴルフコンペ及び暑気払い、
10月に工場見学や建築物見学会並びに懇親会、幹事会
を 5回開催し 12月は幹事会並びに忘年会を実施してい
ます。
支部総会並びに工場見学会の状況ですが、会員がそれ

ぞれの分野で活躍されている内容や研究開発している事
を 30～ 40 分程度の講演として発表頂いています。ま
た、懇親会では、一人一人の近況を 1分スピーチとして、
群馬支部発足以来伝統的に続けております。会場の様子
は、先輩と後輩との会話が活発に展開され、仕事や地域
の繋がりとなり、交友の輪が広がっています。
また昨年の見学会（令和 1年 10月）では、会員の原

田氏（代表取締役）の会社である『（株）原田・ガトーフェ
スタハラダ』のラスク製造ラインの見学を実施しいたし
ました。今後も会員の更なるものづくりに対しての探求
心の向上、意見の交流、親睦を図って行きます。

結びに、群馬支部では、毎年 3月の第 1土曜日に総会・
懇親会を開催致します、例年 40名以上の会員の皆様に
出席していただいております。仕事の分野を超えて交流
の輪を広げることを推進しております。群馬県の出身者・
在住者・群馬県で働いている方は、ぜひ一緒に交流をい
たしましょう！！　下記の支部ホームページより
Facebook アドレスへ行けますので、メッセージにて連
絡ください。
多くの卒業生のご参加をお願いいたします。
https://www.facebook.com/shibauraob/

群 馬 支 部 支部長　青木 豊治　機械工学科　昭和57年卒業
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埼 玉 支 部 支部長　吉池 富士夫　金属工学科　昭和51年卒業

埼玉支部は、域内に大宮キャンパスを備え「若い校友
会員の参加の拡充」など、支部活動の三指針に基づき、
大学や在校生、そのご家族との繋がりを大切に運営して
います。
一方、2019 年より 3 年ぶりとなる昨年の 10月、コ

ロナ禍により延期していた「支部総会・懇親会」を初の
豊洲校舎にて開催しました 。新校舎完成による本部棟
などの見学を交え、本学の進展をはじめ校友会における
取組状況や顔合わせによる意見交換など盛大に開催され
ました。

加えて、本年 4月、支部の恒例行事も再開し県内を“ま
ちあるき”する会「行田市散策と酒蔵巡り」を多数の方々
のご参加をいただき、満面の笑顔の中、愉しく語らうこ
とができました。
そして、初のお台場会場となる校友会全国総会を礎に、

今年の 10月頃「埼玉支部総会」を本拠地の大宮キャン
パスでの開催を予定しています。
引き続き、埼玉支部一同並びに埼玉に所縁のある校友

の皆様のご参加を心よりお待ちしております。

千 葉 県 支 部 支部長　金井 昭三　機械工学第二学科　昭和41年卒業

千葉県支部は千葉駅周辺を活動拠点としています。新
型コロナ感染予防のため対面での活動を自粛していまし
たが、本年度は政府のコロナ感染予防緩和措置に伴い、
千葉駅を拠点とした本来の活動と成田駅及び柏駅を拠点
とした成田分会と柏分会の活動を展開し県内の広域的な
連携を深めて参ります。現在会員数は 151名です。
2023 年度は下記課題に取り組み、会員相互の親睦を

深め支部活動の活性化を図ります。

１．会員の増員（校友会HPや FB 等の SNS 活用によ
る広報活動の強化）

２．分会を 2ヶ所増やす「木更津・房総分会」・「船橋・
市川分会」

３．若い世代、女性、家族で参加できるイベントの開催
４．親睦ゴルフコンペの開催（春 4月、秋 10月）
千葉県在住、県内企業にお勤めの方、千葉に所縁のあ

る校友の皆様の参加をお待ちしております。
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東 京 総 支 部 支部長　谷川 潮　機械工学第二学科　昭和45年卒業

東京総支部は 2006 年・平成 18年 11 月 9日に設立
され 17 年の歴史を持ち、現登録会員は 297 名、顧問
在籍数 48名です。支部の特色として東京総支部は大学
と同じ地域が基盤であるとともに経済活動の中心地にあ
ります。
本学卒業生も多数が経済会等で幅広く活動しており、

卒業生の皆様に負担にならない範囲での校友会への協力
（各種行事への参加、インターシップの受け入れ及び在
校生の就職支援をお願いする。等々）を頂いております。
東京総支部では、大学・校友会と連携を深くするため、

顧問就任をお願いしております。顧問への就任に、さら

なるご協力を願望しております。
登録会員につきましては是非東京在住・在勤の卒業生

の皆様が多数入会され支部の新しい力となり活躍されま
すことを切に期待します。
令和 4年度の総会は 3年連続での書面総会となりま

したが、令和 5年度の総会は豊洲キャンパスにおいて
対面による総会を行う予定です。
新規役員の選出が行われ、事業としては、大学 100

周年事業に協力すること、および、支部活性化につなが
る事業の課題推進なども承認され、校友会・大学への貢
献と同窓の和が広がることを期待しております。

多 摩 支 部 支部長　中根 眞行　工業経営学科　昭和55年卒業

校友の皆さん、コロナは完全に終息しておりませんが、
健やかな生活を送られている事と推察いたします。コロ
ナ禍ではありましたが、多摩支部では令和 4年度イベ
ントと対面での支部総会を 3年振りに実施させて頂き
ました。総会は大学・校友会本部・近隣支部からのご来
賓の皆さんをお招きし校友会が豊洲に移転直後の令和 4
年 10月 8日に開催致しました。初めて豊洲校舎を訪問
される会員も多かったことで見学会も併せて行いまし
た。総会には昭和 34年卒業の先輩から令和 3年卒業の

若手に加えて初めて学生さんも 3名参加して下さって
盛大な会を催すことが出来ました。
しかしながら年間を通じての活動は、中止となったイ

ベントも多く活発なものとは言えませんが、役員一同大
勢の皆さん参加のイベント開催と若手を交えての活動の
活発化を目指して今年度も取り組んで行く所存です。
多摩地区に在住の校友の皆さん是非支部活動にご参加

下さい。
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神 奈 川 支 部 支部長　長井 義明　建築学科　昭和47年卒業

当支部の活動状況について、11年前から会員相互の
親睦を図る為に、毎年恒例の地引網レクリェーションを
行ってまいりましたが、この 3年間コロナ禍で開催出来
ませんでした。今年度は二宮町の（市五郎丸）にて開催
すべく、5月 14日（日）10時に地曳網を開催しました。
当日は晴天に恵まれ、魚の種類も多く獲れました。食

事はバーベキューを用意し、飲物も色々と取り揃えてま
した。役員一同の協力で、盛り上がりました。来年も皆
様の御参加をお待ちしております。
また昨年の 11 月 19 日に横須賀軍港巡りを開催し、

県内支部の会員が集まり、盛大に挙行されました。
第 99 回東京箱根間往復大学駅伝にて（競争）、関東

選抜学生連合チームで橋本章央さん（環境システム学科
3年生）が 5区で、箱根路を 20.3㎞走り切り、順位を
20 位から 18 位に上げ活躍しました。応援も 5区の中
継地点で、神奈川支部会員にて応援させて頂きました。
コロナ禍で、支部総会は出来ませんでしたが、今年は、

9月 3日（日）に横浜山下町の「ローズホテル」で開催

する予定です。秋には、親睦ゴルフコンペと、温泉巡り
を開催する予定です。是非、神奈川支部の会員のご参加
を、お待ちしています。
これからも、神奈川支部は、若手と女性の参加者を多

くして参ります。

長 野 支 部 支部長　北村 武彦　建築学科　昭和45年卒業

令和 5年度 1月の支部総会は、コロナ禍の状況の為
参加者数に制限を加えての開催とし、参加を遠慮願った
会員には書面参加としていただいた。
例年、本支部の事業は、校友会全国総会への参加、母

校・校友会の要請による協力であって、全会員を参加対
象とするものは総会のみである。この事から会員となる
意義に不満を持たれる方も多いと思われる。その状況下、
昨年度の事業は異彩を放った。「コロナ対策学生支援プ
ロジェクト募金」と「キーウ国立工科大学人道支援募金」
である。支部として過去最高額の事業であって、総会及

び県下 3分会総会の事業報告にあっては、大きな矜持
を持って会員の喜びとなった。
会員構成は高齢化が進んでいる。若手の会員が欲しい。

高齢化が一層顕著になると若手にとっては、気まずさ、
共通話題の少なさ、感性の違いが際立ち、会員を敬遠す
る心情に陥ると思われる。
県下の企業には、校友が複数人在籍するが、プライバ

シー保護、派閥発生防止のためか、従業員名簿は公表さ
れていない。同僚が校友と知らずにいる社会はさみしい。
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山 梨 支 部 支部長　渡辺 一郎　建築工学科　昭和46年卒業

全国の芝浦工業大学校友会の皆様におかれましては、
お変わりなくお過ごしでしょうか。山梨支部長　渡辺で
ございます。
これまでコロナ過の中、感染防止対策のため様々な制

限を余儀なくされ、支部活動が何も出来ないまま、今回
の執筆依頼が届きました。
前回、活動報告をさせて頂きました際、支部総会参加

者の高齢化・支部会員の減少に歯止めをかけるべく、「若
者のご参加を多数いただき支部を盛り上げていきたい」
と抱負をお伝えした矢先のコロナ過でした。
令和５年度こそは世の中が平穏を取り戻し、我が山梨

支部はもとより、皆様がご健康でそれぞれの支部活動が
再開出来ますよう、希望しております。

富 山 支 部 支部長　福井 幸博　地球環境システム専攻　平成23年卒業

富山支部は創立44年目を迎え、会員数は約500名で、
主な事業は総会と親睦ゴルフ大会です。令和4年度は、
総会前に親睦ゴルフ会を実施、終了後に総会会場の「と
やま自遊館」へ移動し、対面で開催しました。ご来賓とし
て大学幹部、及び校友会長様にご臨席頂き、会員14名が
出席し交流を深めました。
令和5年度事業では、県内校友の交流活性化、大学・

校友会本部事業に参加するという方針のもと、令和4年

度総会出席者から豊洲キャンパスの見学の要望が多くあ
りましたので、6月の全国総会に合わせ実施する計画です。
ゴルフでは、首都圏の理工系六大学の卒業生が平成元年
に始めた東京理工六大学OBゴルフ大会に第1回から毎
年参加し、母校の名誉をかけ熱戦を繰り広げています。地
元や地域外の校友との広域ネットワークの構築にも取り組
み、富山支部会員が豊かな人生を手に入れることを目指し
活動しています。是非、ご参加をお願いします。
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石 川 支 部 支部長　多田 哲則　建築学科　昭和54年卒業

令和4年度の支部総会は令和4年10月22日（土）に、
来賓として校友会から加藤会長、福井副会長、大学から
野口常務理事をお迎えし、3年ぶりに対面形式で開催す
ることができました。開催を決定した時はコロナ第 7
波の真只中で、無事開催できるか全く予想がつかない状
況でしたが、幸いにも波が収束し落ち着いた状況の下で
の開催となりました。
総会では来賓挨拶の後、山田学長のメッセージ動画を

視聴し大学の現状と 100 周年に向けた取り組み等を詳

しく知ることができ、母校の更なる発展を期待させるも
のでした。
続く懇親会では感染予防のため恒例の校歌斉唱はでき

ませんでしたが、代わりに新日本フィル＆オペラ歌手望
月哲也さんの校歌映像を静聴し、皆その迫力に圧倒され
ていました。
コロナの影響で総会以外の行事は全て中止となりまし

たが、本年度はコロナ以前のような支部活動ができるこ
とを願っています。

福 井 支 部 支部長　永井 弘明　建築学科　昭和53年卒業

福井県支部は、校友会本部及び北陸ブロックとの連携
を図り、また福井県支部会員相互の親睦を図ることを目
的として活動をしております。
今年度も高齢の会員が多いことからコロナ感染防止の

観点から、残念ながら止むを得ず集まっての総会、新年
会は中止する判断をしました。また会員が県内各地の高
校へ出向き、芝浦工業大学の魅力を発信し、受験者拡大

の活動も中止する判断をしました。次年度の活動と再会
を、支部会員や各方面に楽しみにしてほしい旨を伝えま
した。
元会員で、福井支部会長を務められ本支部に多大なご

功績を残された　高久　肇様がご逝去されましたので、
葬儀に参列し会からのメッセージをお渡しいたしまし
た。
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岐 阜 支 部 支部長　平井 良樹　工業経営学科　昭和57年卒業

この度のコロナ禍では会員の皆様におかれましては、大
変な状況のことだったと拝察申し上げます。
さて、岐阜支部では、支部総会を毎年7月第 3週土曜

日に開催することにしていますが、2022年は残念ながら
支部総会は開催が叶いませんでした。例年では、現役多
治見市長の古川氏をはじめとして、毎年20名前後の方に
ご参加いただいており、毎年少しずつ増えてきています。
支部総会は毎年、岐阜市で開催していますが、岐阜県

は大変広いため今後は飛騨市などでも支部総会を開き、さ
らに参加しやすい環境を整えたいと考えております。
信頼し合える仲間が集い、情報交換をし、友情を深め

ることにより、さらに有意義で充実した支部にしていきた
いと考えておりますので、支部総会案内が届きましたら是
非ご出席で返信していただきたく思います。
一人でも多くの参加をお待ちしております！

静 岡 県 同 窓 会 支 部 支部長　狩野 行宏　工業経営学科　昭和55年卒業

令和 4年 10月 8日に第 44回総会・懇親会を開催す
ることができました。本総会で鈴木前支部長から引き継
ぎ、静岡県同窓会支部長を拝命致しました。
例年 7月に開催してきましたが、コロナの状況から

10月へと延期の判断をいたしました。例年会場となっ
ていた「クーポール会館」もコロナの影響で廃業しまし
たが、静岡駅に近い「第一ホテル」で開催することがで
きました。

3年ぶりの開催で、参加していただけるか不安でした
が、多くの皆様に参加していただき、感謝申し上げます。
また、伊代田教授にはコンクリートのCO2問題につい
ての講演を聴講し、興味深く聞かせていただきました。
令和5年7月8日に総会・懇親会を開催します。先日、

久しぶりにお酒を交えた幹事会を開催し、総会・懇親会
に向けて準備を始めました。会員の増強を目指した活動
を展開してまいります。
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愛 知 支 部 支部長　野村 憲司　金属工学科　昭和58年卒業

皆様こんにちは　校友会愛知支部で2022年度より支
部長を仰せつかりました野村です。コロナに翻弄される
中での活動を続けてきましたが、昨年 12 月 11 日に
2022 年度支部総会を対面で行うことができました
大学（学校）からは事務局長の満重信之理事にご祝辞

を、校友会監査役でシステム理工学部の作山康教授にご
講演をいただきました。
また静岡同窓会からは丹羽左京さん、後援会東海支部

からは鬼崎充司さんにもご出席いただき、総員 33名で
懇親会を行うことができました。
今回、支部長を引き継いで 3年ぶりに総会を準備す

るにあたり、連絡方法の見直しに着手しました。総会案
内の配信にあたって支部会員のアドレスを再確認して約

180名の方にご案内しました。
今後は学校から配信される母校の活躍や状況報告につ

いて、負担なく皆さんにお伝え出来ればと思っています。

岡 山 支 部 支部長　沖本 光昭　通信工学科　昭和45年卒業

岡山支部においては、3年ぶりの総会・懇親会を令和
4年 7月に開催しました。
総会では、（沖本）支部長の開会のあいさつから始ま

り令和 4年度の役員改選、活動計画、同予算への承認
を行いました。休憩をはさんで、槌田支部顧問の乾杯の
音頭のもと懇親会となりました。
『やぁ、しばらく会わんかったけど、元気にしょうた
んジャなぁ……。』

どことなくそんなお国言葉が、飛び交っているような
雰囲気でした。
役員会は、令和 4年 5月、10月、令和 5年 2月に開

催しました。校友会支部、大学に関連した身近なことか
ら、話題は、
『支部の活動をどのようにして活性化しようか？』
『岡山からの入学生を増やす手伝いはどうしようか？』
の 2点についての具体策の検討です。
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島 根 支 部 支部長　浅野 正教　建築学科　昭和45年卒業

島根支部の登録人数は 60名弱ですがだんだん減りつ
つあります。総会などへの参加は 10人に満たないとい
うことがほとんどです。3ヶ年度に渡って対面での総会
は見送っています。次年度こそはと思うと同時に立て直
しを考えていかなければとも思います。
芝浦の卒業生がほとんど地元に帰ってこないため会員

が増えず、平均年齢のみが上がっていく現状です。地元

の有力高校でも推薦枠がなくなったなど、首都圏での隆
盛などを聞くと、より地方では芝浦離れが進んでいるの
かもしれないと思っているところです。会員は減ってい
くばかりの当支部です。芝浦をもっとアピールでき、卒
業生が集まれる何かを作っていく必要があります。芝浦
工大での研究活動など、もっと紹介して頂ければと思っ
ています。ともあれ、連帯を深める何かが欲しいですね。

広 島 支 部 支部長　川本 勝一　建築学科　昭和49年度卒業

今年度は設立 40周年を迎え、会員相互の親睦を計る
最大のイベントである定期総会を、「第 41回定期総会・
40周年記念事業・懇親会」として 2022 年 11月 11日
（金）に開催しました。40周年記念事業として本校卒業
で元西武ライオンズ監督の伊原春樹様の講演を催し、出
席者数は 72名で、ご来賓を含めると 77名とこれまで
にない多くの人数で開催することができました。
また、会員親睦を図るイベント活動はコロナの影響で、

大幅に減少しましたが、ゴルフ 1回、釣り 1回、囲碁

1回、ハイキング・登山 2回を実施しました。残念なが
ら、音楽バンドは実施できませんでした。
当広島支部では、多くの会員＆豊富な実績で存在感の

ある広島支部をモットーに、①「定期総会・懇親会に継
続可能な出席者を獲得し、持続的成長可能な支部づく
り」、②「会が目的とする会員相互の親睦を図り、モチベー
ションを高める仕組みづくり」これを会員一丸となり“静
穏精進に敵は無し！”更なる支部の発展を目指していま
す。

平成 31年度総会

「ご来賓以外、学科別：2グループ」
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山 口 支 部 支部長　福田 隆行　土木工学科　昭和50年卒業

平成 5年に発足した当山口支部は、令和 4年で 29年
目を迎えました。
会員数は 70 名ですが 56 パーセントが 70 歳以上の

高齢者で、年々会員が減少するのが悩みの種です。毎年
の活動の主軸は、総会に併せ会員相互の親睦を図るため
の親睦ゴルフと総会、懇親会です。
今年もコロナが減少した 11月 12 日の土曜日に快晴

の「山口レインボーヒルズ泉水原ゴルフクラブ」で親睦
ゴルフコンペを行い、その後湯田温泉の「セントコア山
口」において、総会と懇親会を開催しました。
参加者 13 名と少人数ではありましたが、10 年来の

病を克服し参加いただいた先輩会員や不況で仕事が大変
な中、唯一楽しみにしていると出張先から駆け付けてく
れた後輩会員等で、大いに盛り上がりました。
全員の近況報告に続き、親睦ゴルフの表彰式、校歌斉

唱、応援団（元空手部）の先輩によるエールで最後を締
め、会を無事終了することが出来ました。
ご参加頂いた皆様には大変感謝しています。
今年度こそは、コロナが安定期に入り、以前のように

本部・大学から来賓をお迎えし、多くの会員と楽しく総
会が開催出来ることを願っています。

（令和 5年 3月 10日）

香 川 支 部 支部長　田岡 哲也　金属工学科　昭和57年卒業

香川支部では、2019 年 4 月 20 日に「第 13 回香川
支部総会」を開催して以来、コロナ渦の影響で、2020
年～ 2022 年の 3年間は、対面での総会は、中止とな
りました。
その間、校友会支部間の交流も途絶えがちでしたが、

3年ぶりに対面での総会を開催するべく準備を進めてお
ります。

2023 年度からは、従来どおり他支部様との交流も
徐々に再開し、夏にうまいビールを飲みながらの暑気払
い、冬に忘年会また、芝香里杯（香川支部ゴルフコンペ）
も再開し、支部会員相互の親睦を深めていきたいと考え
ております。
香川県在住の方、香川県との関係が深い方、香川支部

活動に気軽に是非参加お願いします。
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愛 媛 支 部 支部長　児山 均　機械工学第二学科　昭和49年卒業

昨年 11月 19 日に 3年ぶりに愛媛支部総会を開催し
ました。5月に役員会をして、7月に愛媛支部だけでも
総会をしようと予定していたのですが、コロナの感染が
拡大したので延期になりました。2年前から要望のあっ
た今治出身の菅和利先生の講演も聴く事が出来ました。
参加者が少ないので、許可を貰って菅先生の講演のビデ
オも撮りました。本学の創立者有本史郎先生と興居島出
身の宮本武之輔先生との関わりについての講演でした。
総会に出席出来なかった会員にビデオを送りたいと思い
ます。2005 年に興居島に宮本武之輔の銅像が出来てい

たのを聞いて、ぜひ興居島に行ってみたいと思いました。
今年の行事は愛媛支部の会員で興居島の宮本武之輔の銅
像の見学ツアーに行くこと。そして 11月頃に愛媛支部
総会をすることです。又、香川と高知支部から総会の案
内が来ているので、愛媛支部からも参加したいと思いま
す。
最後に事務局長は新田　聡さんに替わりましたので、

今後愛媛支部が活性化するよう宜しくお願いします。
校友だより　愛媛支部

高 知 支 部 支部長　山本 茂和　通信工学科　昭和51年卒業

高知支部では令和 4年 4月に開催した通常総会にお
いて、任期満了に伴う役員の改選を行い、支部長を含め
新役員体制になりました。引き続きよろしくお願いしま
す。
支部活動は令和 4年度も新型コロナウィルスの影響

で、総会は書面開催、親睦会と忘年会は中止するなど活
動は低調でしたが、屋外での親睦ゴルフについては会員
の親睦を深めるべく実施することができました。
令和 5年度の総会は政府の新型コロナウィルス対応

方針などを踏まえ、一定のコロナ対策を施したうえで、
3年ぶりに対面実施することにしました。現在、大学・
校友会本部、四国の他支部、後援会四国支部の方々にも
ご参加いただくべく準備を進めております。
コロナ禍により支部会員とのコミュニケーションも不

足ぎみになっておりますが、今年度は、若手会員の参加、
会員相互の親睦、他支部等との交流などに向けて活動し
てまいりたいと考えております。
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大 分 支 部 支部長　平井 寛行　通信工学科　昭和52年卒業

令和 5年を迎え新型コロナウイルス感染症の位置づ
けが「2類相当」から「5類」に緩和されることになり
ました。しかしまだ終息したわけでないので安心は出来
ません。
昨年は 6月に全国総会が開催されました。私は初め

ての参加でしたが、各支部の方々とお会いし話も弾み情
報交換をすることが出来大変有意義な時間となりまし
た。当日前大分支部長の河野元勝さんが功労者表彰を受
け、私も大分支部の発展のために努力をしたいと思いま
した。
昨年も大分支部総会ができず残念でしたが、10月 22

日（土曜日）に役員幹事会を開催して全国総会の報告を
しました。合わせて令和 4年度の決算を承認していた
だきました。
今年は 6月の全国総会が終了次第役員幹事会を開き、

その後校友会大分支部総会を 4年ぶりに必ず開催した
いと考えています。

最後に芝浦工業大学校友会と全国校友会会員の益々の
御発展とご健勝をお祈りいたします。

福 岡 支 部 支部長　角 敬之　工業化学科　昭和45年卒業

コロナウイルス感染対策で 3年間支部総会開催を断
念しておりました。今年こそはとは決心し、事務局長ら
と相談して今回の開催時期を通常より遅い秋（11月 5
日）として会場選定したうえで役員会において決議、細
かな準備作業に入りました。
しかし、コロナ禍の状況の改善傾向が見られず、さら

に事務局に予期せぬ事態の発生もあり、時期変更を検討
するも会場確保の目途が立たず、残念ながら支部総会開
催を断念せざるを得ないこととなりました。
そこで、支部活動の代替策を検討行いました。
校友会全国総会と並行して開催された支部長連絡会に

おいて、入学試験指定校に関する情報提供する趣旨の報

告があったことを思い出し指定校への挨拶回りを行うこ
としました。
早速問い合わせて指定校名の教示を求めて、指定校訪

問を実施いたしました。
『広報　芝浦』、『THE世界大学ランキング日本版（‘18
～ ‘22）』の主要大学の抜粋一覧表、『2021 年有名企業
400 社就職率ランキング』等の資料を持参して指定校
の校長先生を訪問して本学の現状等の資料を基に説明
し、推薦依頼を行ってきました。
現在、支部体制を強化して令和 5年度支部総会開催

に向けて力強く動き始めております。
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熊 本 支 部 支部長　永田 昻生　土木学科　昭和42年度卒業

令和 4年度も新型コロナウィルス感染症の影響で校
友会の活動もままならない状況であり、令和 4年度は
熊本支部定時総会をはじめその他の行事も中止にさせて
いただきました。定期的に開催していた役員会は、小人
数ではありますが、辛うじて開催し、令和 4年 7月 21
日と令和5年3月3に熊本支部の会計状況の確認を行っ
ています。今年度は 9月に熊本支部総会を開催する予

定です。2年度分の報告を予定しています。
令和 5年度は、熊本支部総会・懇親会の開催に向け

て 5月 10 日・11 日で水俣において準備役員会を行い
万全を期す所存です。多くの同窓の皆様のご出席をお待
ちしています。詳細が決定次第、ご連絡させていただき
ます。

宮 崎 支 部 支部長　長池 正恕　電子工学科　昭和50年卒業

新型コロナウィルスの影響もあり、3年間、宮崎支部
の支部活動も制限されてきました。そのような中、6月
に行われた2022年度全国総会において同支部の横山勝
徳氏が 2022 年度功労者表彰を受けました。第 2代目
の支部長として、平成 9年の芝浦工業大学創立 70周年
事業で、宮崎出身の長友教授が担当された“宇宙”をテー
マにしたフォーラムを同市で開催。高校生らを招待する
など本学のPRに努められました。
また、7月には同支部副支部長の碕山氏が橋渡し役と

なり、本学駅伝部の前田直樹監督、柏木朋也コーチと共

に都大路の常連校でもある小林高校駅伝部を訪問。近い
将来、同校駅伝部出身の学生が本学駅伝部のユニフォー
ムを着て箱根駅伝を走ることも…。
会員数 29名と小さな支部ではありますが、温暖な気

候に恵まれ元気に活動しています。2023 年度支部総会
では、昼はゴルフ、夜は地元の焼酎を片手に海の幸や山
の幸を堪能し、親睦を深めたいものです。
人事異動や移住などをされる方がいましたら、ぜひ入

会をお願いします。
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佐 賀 支 部 支部長　山田 清人　通信工学科　昭和48年卒業

ここ数年は支部会員がコロナに感染するなどのため、
お互い対話する機会が少なくなってしまいました。新型
コロナウイルスの感染症法上の位置づけが 2類から 5
類に移行され、行動の制限がやっと緩和されてきました。
支部活動はメールや電話での情報交換に制限されてい

ましたが、今年の 1月に久しぶりに対面での役員会を

実施いたしました。フェイス to フェイスでの懇親会は、
まずはお互いの体調の確認から始まり久しぶりの対話に
話が弾みました。
新しい会員の加入が難しい状況ですが、定年後の移住

されている方など会員を募っています。今年は支部総会
が開催できるよう準備を進めています。

長 崎 支 部 支部長　藤本 博文　工業化学科　昭和61年卒業

新型コロナの影響で2022年も対面での支部総会を開
催できる状況でないということで、PRに重点を置いた
活動になりました。
ただ、例年ですと動画を流す時間帯の調整のみでした

が、西九州新幹線開業や縮小されていたイベントの再開
などがありましたので、それらの関連イベントの時間に
合わせて PR動画を集中的に流すことに力を入れまし
た。
また、正月には箱根駅伝応援と駅伝部のPRを兼ねて

動画に応援テロップを入れて流し、大学の活動状況を周
知できるようなことも行いました。
2022 年 11 月には付属中学・高校の敷地に蒸気機関

車が設置されたのをうけ、撮影に行きました。
PR時は動画だけでなくこのような大学関連写真の撮

影枚数を増やし活用しています。
添付の写真は箱根の応援テロップを入れたときの動画

と設置された蒸気機関車です。
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鹿 児 島 支 部 支部長　小薗 定夫　建築工学科　昭和48年卒業

ホントに嫌になる程、全国的・世界的に感染が長引い
ているコロナです。もはやその『収束』は有っても『終
息』は無いのかも知れません。
そのような中、昨年末にコロナ感染者増減の波間を

狙った形で 3年振りに支部（芝鹿会）の「忘年会」を
開催しました。連絡後に感染者数の極端な増加次第では、
取り止めも有ると疑心暗鬼の中、参加も自己責任下の《忘
年会》と通知しました。
結果的には、怖い物知らず（慈愛溢れる者？）がナン

ト 14名も居ました。例年の支部総会時の参加数の約半
数の賛同が得られました。会の中では、この 3年間の
校友会本部の出来事をはじめ支部内の訃報や幹事長・役
員の交代等を紹介して和やかなうちにお開きとなりまし
た。
嬉しいことに、久し振りの語らいで心豊か？になった

のか、いつになく酒量の進んだ者もおりました（笑）。
人はこのように面と向かい会って談笑することが、如何

に大切な事なのかを夫々肌身で実感していた様でした。
今 5月からは、第 5類感染症に移行するとのことで

すが、科学的根拠のもとに気兼ねなく友と接することの
出来る社会の到来を願っています。

沖 縄 支 部 支部長　仲西 聰　土木工学科　昭和56年卒業

穏やかな日ざしにいつしか春の訪れを感じる季節とな
り、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
校友会沖縄支部は、会員数が 70名あまりで常時参加

者は 10～ 15 名の小さな組織です。また本大学の新卒
業生も沖縄地元の出身がほとんどいない状況ですが、今
年度は新たに 1名の会員が加入しました。新規加入者
は記憶にも残らない程、久しぶりの出来事でした。
さて、沖縄県の近況は、全国と同様に新型コロナウイ

ルス感染症は収束してきましたが、昨年同様に観光業、
飲食業から関連業種においても前半は大きな痛手を受け
ました。後半になるとコロナ収束に伴い依然の集客に近

い状況にまで回復してきました。
このような状況の為、昨年の活動は幹事会を 1度開

催するに終わりました。唯一、新規の加入者があった事
が嬉しい出来事でした。今年はコロナ以前のような計画
を実行できればと思っております。
下記の写真は、3年程同じなのですが 2019 年 6月の

支部総会・懇親会で、「コミュニケーション大事！」と「参
加して楽しい！」をキーワードにしようという事で、ビー
チでの開催した時の模様です。
これからも色々と工夫して沖縄支部の存続を維持して

行きたいと思います。

新加入　比嘉哲登さん
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上 海 支 部 支部長　照沼 昌弘　金属工学科　昭和61年卒業

上海支部は海外支部として 2016 年 1月に設立され、
本年で 8年目を迎えることができました。在籍者は上
海市を中心に蘇州市やその他華東地区在住の卒業生で構
成されております。
本年の在籍者は15名。前年から5名が新たに加入し、

4名が異動で退会されました。数年間続いたコロナの影
響なのか、入れ替わりが激しい年となりました。
上海では校友会や県人会に加えてスポーツや趣味の

サークルも多数活動しており、在籍者が 100 名を超え
る団体もあります。その中でも当支部は、多種多様な業
種、年齢や出身地の異なるメンバーで構成されており、
継続的にスポーツ、食事会で交流を深めています。
昨年は計画の活動が制限され残念な思いをしました

が、本年は食事会、ゴルフコンペ（目標 6回／年）、上
海山形県人会合同の「芋煮会」を行う計画で、参加者全
員で和気あいあい楽しみたいと思います。

シ ン ガ ポ ー ル 支 部 支部長　長尾 剛　建築工学科　昭和61年卒業

シンガポール支部は、2013年12月に設立され、今年
で丸 9年目を迎えることとなりました。2022 年末時点
で 25名の方がシンガポール支部に在籍されています。
2022 年 6月 11 日開催の全国総会にて、シンガポー

ル支部の創設に寄与されるとともに、2013 年から
2016 年までの 4年間（シンガポール）支部長として、
支部の運営ならびに発展に貢献され、その後も顧問とし
て支援していただいている橋本雅夫さんが、功労者表彰
を受賞されました。
「今年度は、シンガポール支部の創設に寄与されると
ともに、2013 年から 2016 年までの 4年間シンガポー
ル支部長として、支部の運営ならびに発展に貢献され、
その後も顧問として支部を支援していただいた、橋本雅

夫さんが、2022 年 6月 11 日開催の全国総会で、功労
者表彰を受賞されました。」（原文）
今年度も昨年と同様、新型コロナウィルスの影響によ

る人数制限などがあり、会員の皆様とお会いするような
機会を設けることが出来ませんでした。一方で、2022
年末以降は、シンガポールでも、水際対策も緩和され、
旅行客も徐々に増えてきています。また、2023 年 3月
以降はマスクの着用の制限もなくなり、ほぼコロナ前と
変わらないような生活をおくれるようになりました。
2023 年度は、夕食会やボーリング大会などを企画し

て、会員の皆様が集まれるような機会を設け、コロナ前
と同じように親睦を深められるようにしていこうと考え
ております。

2021 年 9月 17日（金）鶏内　慎祐さんの送別会
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機 械 工 学 科 同 窓 会 支 部 支部長　髙木 光一　機械工学科　昭和48年卒業

本支部は、校友会唯一の学科同窓会支部として 2012
年に設立されました。
機械工学科同窓会としての活動は、昭和 47年頃から

定期総会を開催するなど、活動を進めてきました。昭和
50年代からは、会員相互の親睦を図るとともに、芝浦
工業大学機械工学科のよき伝統を伝承し、社会に貢献す
ることを目的に、同窓会会報の発行、同窓会総会、幹事
会、講演会、親睦会、懇親会などの事業を行ってきました。
2020 年度から続くコロナ禍にて、2022 年度も会報

発行中止など主な活動を休止し、支部総会は書面での開
催とし、約 600 名の同窓生へ議案書を送付、約 140 名
から承認の返信があり、すべての議案が承認されました。
コロナ感染の収束を願いつつ、年度後半では対面での

役員会や幹事会を新装なった豊洲キャンパスで開催し、
同窓会支部活動を復活させるべく活動を開始しました。
年度末の卒業証書授与式では機械工学科卒業生へ、同

窓会支部から記念品を贈呈し、支部長挨拶を対面にて久
しぶりに実施しました。

M O T 同 窓 会 支 部  支部長　西河 洋一　大学院工学マネジメント研究科　平成21年卒業

MOT 同窓会支部は、2003 年に日本初の技術経営の
専門職大学院として開設された、芝浦工業大学専門職大
学院工学マネジメント研究科（MOT）の修了生が技術
経営の知識をより深めることを目的に開設されました。
最終年度の第 15 期生までの修了生 266 名が正会員で
す。2019 年 3月に芝浦工業大学MOTが終了してから
は、正会員に加えてMOTで教鞭を執られた先生方も顧
問会員になっていただいています。また、MOT同窓会
支部のホームページ（https://sit-mot.org/）を開設し、
情報発信を継続しています。
2022 年 11 月 25 日に、3年ぶりの対面開催となる

支部総会を開催いたしました。　会場は芝浦工業大学豊
洲キャンパスに 2022 年に完成した本部棟の教室で、
19名の同窓生が集いました。総会後には、6期生の池
野成雄氏（株式会社バンガードシステムズ 取締役会長）
の特別講義、本部棟の見学を経て懇親の会に席を移し、
交流を深めました。
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英 交 会 支 部 支部長　篠原 俊正　金属工学科　昭和54年卒業

英交会支部長の篠原俊正です。支部長を拝命して早 3
年目を迎えこの間、常にコロナとの鬩ぎ合いを余儀なく
されました。
厳しい状況下であっても、感染減少期の間隙を縫うよ

うに、リモート開催による総会や、現役学生との交流会、
または忘年会など、ギリギリの選択ではありましたが、
会員のご理解とご協力のお蔭で開催することができまし
た。
今のところ政府は 5月にコロナによる感染症を現在

の第 2類から第 5類に移行する予定です。油断は禁物

ですが、感染が大きく減少している現状や国の方針等を
踏まえ、今期においては全ての事業を原則対面で実施す
ることにしています。
しかし、コロナがもたらしたものは悪いことばかりで

はありません。例えばリモートを併用するイベントでは、
遠隔地に在住の会員や、所用で会場に来られない会員も
参加可能となりました。
コロナ禍で得た貴重な経験を今後に活かし、更なる会

の活性化を図ってまいります。Beyond コロナへ !

黒 潮 会 支 部 支部長　岡野 浩一　建築学科　昭和58年卒業

空手道部OB会の黒潮会は、平成 13 年 12 月に校友
会支部臨時総会を開催し平成 14年度黒潮会支部として
スタートし今年で 22年目を迎えます。
令和 4年度も新型コロナウイルス感染症は収束に至

らない状況でしたが、3年ぶりに一堂に会する総会を令
和 4年12月3日に開催しました。校友会会長加藤先輩と
満重事務局長にご来賓としてお越しいただき無事に終え
ることができました。また、終了後には卒業生送別会並
びに新役員発表会を豊洲キャンパス生協にて開催し学生
とともに一年の締めくくりを納められ嬉しく思います。

今年度は、全日本理工科系学生空手道選手権大会並び
に東都六工大大会の主管校として開催します。多くの先
輩方と学生とで力を合わせて是非とも充実した大会にな
るよう努力いたします。
学生は稽古に励んで試合に臨み、また他校学生やOB

との交流を図り学生生活の良き思い出となることを願っ
ております。
一年を通じ黒潮会支部が尚一層まとまり、校友会支部

として校友会並びに母校の発展に寄与していきたいと存
じます。
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二部ワンダーフォーゲル部OB会支部 支部長　伊藤 孝夫　二部機械工学科　昭和51年卒業

今年に入り、新型コロナウィルスの感染が縮小し始め
てまいりました。国や東京都も解除に向かい､ 感染前の
生活に戻りつつあり、OB会の活動も以前のように、行
えるようになって来ました。
昨年は、中止した芦ノ湖キャンプの企画に替わり、6

月に日光でのキャンプ＆釣りを企画し、実行することが
出来ました。
毎月の定例会はウェブミーティングを開催し、海外在

住の会員とも交流を図っていましたが、昨年 11月には、
2年ぶりに対面でのOB会支部総会を豊洲校舎で開催し、
22 名の OBが集合しアメリカ在住のOBとも、オンラ
イン接続しました。
令和 5年度は、これまで以上の活動を目ざし、対面

でミーティングやウェブミーティング以外に、バーベ
キュー＆釣りのデイキャンプや低山へのハイキングな
ど、屋外での活動を行ってまいりたいと思います。

錬 心 会 支 部 支部長　飯島 敏春　機械工学科　昭和54年卒業

芝浦工業大学剣道部は創部 62年、校友会錬心会支部
として承認をいただいてから 14 年を迎え、日本各地、
世界で活躍される 250名あまりの会員がおります
剣道は年齢を問わず行える武道です。学生と春夏の合

宿や合同稽古にて共に汗を流しております。
コロナ禍の中、活動制限がかかり、日常の対面稽古が

激減し、自主トレに費やす日々が続いておりました。そ
のような環境下において、現役の学生が個人戦にて予選
を勝ち抜き、全日本学生剣道大会に出場できたことは、
非常に良い経験になったと思います。
令和 4年 12月には 3年ぶりに学連剣道大会が開催さ

れ、OB2チームが出場しました。
試合前後には、後先考えない芝浦名物の熱のこもった

稽古で、先輩後輩の絆が垣間見られた一時でした。

令和 4年度の支部総会は、書面審議としましたが、
今年はコロナが収束し、学生と共にさらなる精進をして
いきたいと思います。

支部長　　飯島　敏春　機械工学科　　昭和 54年卒業
副支部長　筋野　豊司　機械Ⅱ学科　　昭和 56年卒業
副支部長　福本　宏昭　機械工学科　　昭和 56年卒業
幹事長　　角田　隆二　土木工学科　　昭和 59年卒業
監査役　　米山　則行　金属工学科　　昭和 59年卒業
監査役　　新井　憲法　工業化学科　　昭和 61年卒業
監督　　　上原　　厚　工業経営学科　昭和 60年卒業
助監督　　松井　宏修　電気工学科　　昭和 57年卒業
事務局長　進木　正博　機械工学科　　平成 1 年卒業
事務局　　増田　隆行　工業化学科　　平成 3 年卒業

2023 年 03月卒業生送別稽古会
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柔 道 部 O B 会 支 部 支部長　間中 豊　建築学科　昭和55年卒業

芝浦工業大学柔道部は創部 66年目に入り、OBは各
界で活躍しております。コロナの影響でOB会総会は、
残念ながら昨年同様書面議決で行われました。
そんな中、朗報もあります。部員や監督、OB会の積

極的な勧誘が功を奏して部員が増加し、女子部員 2名
も加わって部が活性化しております。コロナ禍の中の制
約された状況の中、部員達は精一杯稽古に励んでおりま
す。

夏に千葉で開催された理工系大学柔道部の合同合宿に
は、OBも参加して共に汗を流しました。春の甲府での
合同合宿練習会には、若いOBも沢山参加して共に稽古
に励み、大いに盛り上がりました。
今年もOB会では稽古や合宿に参加して研鑽すること

はもとより、新入部員へ柔道着の寄贈も継続します。ま
た、これまで 3年間出来なかったOB会員同志の交流
を深める活動を拡大していく予定です。

ギ タ ー 部 O B 会 支 部 支部長　神野 兼次　建築工学科　昭和49年卒業

ギター部OB会支部は、現役の「ギターアンサンブル
部」の発展に寄与すると共に会員相互の交流と親睦を図
り、大学並びに校友会の発展に寄与する目的で活動して
おります。
2019 年 11 月に支部総会を 3期連続で開催後、コロ

ナ禍の影響で中断しておりましたが、状況改善が実り急
遽会員と現役の協力のもと今期末に開催することが出来

ました。
今回の支部総会は「校友会館」、懇親会は「銀座シシ

リア」にて行い全員で新校舎を祝うことが出来ました。
大学並び校友会の関係者各位に感謝申し上げます。
当日はWeb 参加者や現役も含め、多数の参加で大い

に盛り上がりました。来年以降のスケジュールを確認し
合い、再開を約束して解散の運びとなりました。
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芝 浦 技 術 士 会 支 部 支部長　片桐 勝広　電気工学科　平成2年卒業

当支部は、支部会員数約 200 名を擁し、日本技術士
会と連携する大学別の組織です。過去約 3年間はコロ
ナ禍の影響ですべての活動がウェブ会議方式で行われて
おりましたが、11月の技術士フォーラムから対面方式
を復活させることができ、ようやくかつての活気が戻っ
てまいりました。
当支部における現在の主な活動は、①技術士フォーラ

ム、②本校学生向け技術士制度説明会開催、③大学技術
士会連絡会（大技連）との連携、④日本技術士会との連

携（同全国大会への役員・支部会員派遣含む）、⑤企業
内技術士交流会との連携、⑥技術士二次試験対策講座開
講（建設、機械、電気電子）と多岐にわたります。
また、当支部で年 2回開催している技術士フォーラ

ムは、技術士資格の有無を問わず参加可能です。開催前
に校友会事務局から各支部長あてに開催のご案内を配信
しておりますので、興味のある方は遠慮なく参加くださ
い。
以上

硬 式 野 球 部 O B 会 支 部 幹事　森本 静　工業経営学科　昭和50年卒業

2022 年「硬式野球部OB会支部総会」は、新型コロ
ナウイルスの影響により書面開催を続けておりましたが
3年ぶりの対面式で 11 月 12 日（土）豊洲キャンパス
　校友会館にて開催しました。参加人数は新型コロナウ
イルスの影響もあり 10名となりましたが久々の集いに
て大いに盛り上がりました。
今回の総会にて前野会長から、長野会長（平成 16年

　材料工学卒　春日部東教諭　硬式野球部監督）への交

代をいたしました。前野前会長からは数年前より退任の
強い要望があり、さすがにこれ以上お引留めする訳にも
いかず参加者全員にて承諾する事となりました。前野前
会長には硬式野球部及び校友会の発展にご尽力賜りあり
がとうございました。これからは長野会長を中心に硬式
野球部発展の為邁進いたします。早速、長野新会長には
例年野球部に寄贈するバット・ボールの贈呈式にご参加
いただきました（写真）。
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ハンドボール部OB会支部 支部長　井出 恵尉　工業経営学科　昭和47年卒業

去る 2022 年 10 月 29 日（土）豊洲の新キャンパス
において、ハンドボール部OB会総会が 3年振りに対
面で開催されました。新型コロナの感染がまだ収束して
いない中ではありましたが、80代の大先輩を含めて 13
名の会員が集まりました。遠くは山口からも駆けつけて
いただき、旧交を温めました。
昨年は大学の広報誌芝浦「しばうら人卒業生の今」に

て紹介もされました伝統あるハンドボール部ですが、現
役はここ数年のコロナの影響もあり満足な活動ができず

部員数が減少しています。ただ、2022 年関東学生男子
6部秋季リーグ戦においては 5勝 1敗 1分けと好成績
を収めており、今後の活躍を期待しているところです。
試合観戦が可能になりましたら、ぜひ応援宜しくお願い
致します。
今年も 10月後半に対面での総会開催を新しく完成し

た豊洲校舎で計画しています。ぜひ多くの方の出席をお
待ちしております。

ソ フ ト テ ニ ス 部 O B 会 支 部  支部長代行　大木 茂　Ⅱ部機械工学科　昭和50年卒業

私共はソフトテニス部OBを主体とし、会員同士の親
睦と在校生部員の援助を目的とした支部であります。会
員は日本選手権を含め各地域の大会で今も活躍しており
ます。
また、その技術を在校生諸君へ伝えるために監督、コー

チの派遣、用具の寄付などの援助も行ってまいりました。
過去 3年間は会員同士の親睦を含め自粛を余儀なくさ

れた次第でありますが、本年は活動再開の期待が見え、
その方法を模索しております。
添付写真は、過去の大宮キャンパスでの総会写真です

が、この様な会員同士の親睦在校生諸君との交流、援助
が再度出来る日を改めて待ちたいと思います。
今後も支部及び校友会の発展に、寄与出来るかを模索

してゆく所存であります。
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ス キ ー 部 O B 会 支 部 会長　小川 博司　工業経営学科　昭和45年卒業

校友会の皆様におかれましては全国各地区でいろいろ
な分野で御活躍の事と心からお慶び申し上げます。
当スキー部 OB会総会は 2022 年 9 月 3 日（土）に

大学から山田学長、野口常務理事、飯島校友会副会長、
そして北海道支部の井上幹事長のご出席を頂き二年ぶり
に開催いたしました。
懇親会ではスコットランドなどの伝統的なバッグパイ

プの演奏を聴き入ったりと楽しみました。
当日総会の中で議題となりましたのが、校友会スキー

部OB会支部の呼称の件でありました。
スキー部OB会は校友会傘下になり同好支部として参

画しており、その呼称は「校友会スキー部OB会支部」
となっています。
しかしながら、この呼称がなじまない事が日々の活動

で起きているための議論でありました。
１．北海道以外に在住のスキー部OBからスキー部の本

部は北海道であり、「OB会支部」とは？
スキー部OB会の代表者は支部長ではなく、代表の
呼び名はOB会なので「会長」である事。

２．インカレで活動した各大学のスキー選手のOB会が
例年 30大学ほど集まり、インカレ会を開催してお
りますが、その際、名刺交換するにあたり「芝浦工
業大学校友会スキー部OB会支部支部長」としての
名刺はなじまない事。

以上の事から名刺だけ違う名称にする事も考えました
が、やはり統一する事が望ましいと考え、非公式ながら
総会では全員一致となりましたので紙面をお借りしてご
報告いたします。

ヨ ッ ト 部 O B 会 支 部 支部長代行　菊池 邦仁　金属工学科　昭和60年卒業

今年はコロナの行動制限も緩和され、以前の活動に近
づきつつあり、嬉しく感じております。
昨年はコロナ禍でもありOB会の旅行等は延期となり

ましたが、役員会・OB総会などはWeb で行いました。
Web の懇親会は遠方の方も参加し、各自お酒・食べ物
を準備して、グループ分けなどもあり会話が弾み新たな
形態ができました。
現役ヨット部の活動は、練習・合宿において制限のあ

るなか勢力的に活動してくれていました。昨秋の関東女
子インカレでは好成績を残し、全日本学生女子ヨット選
手権大会にも出場を果たしました。
ヨット部を卒業したOB・OGは、合宿が多かったこ

ともあり、今でも現役の活動、OB会の行事、クルーザー
ヨットレース等でも交友があります。来年の創部 60周
年記念では、皆が集い生涯スポーツとしてヨットとの関
わりが増えるように望んでいます。
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熱 流 体 力 学 研 究 会 支 部 支部長　富山 博明　機械工学科　昭和57年度卒業

熱流体力学研究支部は、岡本史紀先生の流体力学研究
室と角田和巳先生のエネルギー変換工学研究室の 600
名を超える卒業生で構成される支部で2017年に設立し
た支部です。
支部の基本理念である①岡本研究室および角田研究室

卒業生の親睦、②現役の角田研究室在校生の支援、を目
的とした『先端技術フォーラム』では、卒業生による会
社紹介・技術紹介・製品紹介、在校生による研究発表、
移転が決まっていた芝浦キャンバスとして最後の『支部
総会』とリアル・リモート併用会議で同時開催し、卒業

生の皆様にもお集まりいただきました。
また、現校友会会長の加藤善次郎先輩は当支部の前会

長でしたが、コロナで見合わせていた『加藤善次郎先輩
の芝浦工大校友会会長就任を祝う会』を支部主催し、総
勢 50名にも及ぶ方にご出席いただき、盛大にお祝いす
ることが出来ました。
今後も、支部の更なる発展、支部会員の親睦を深める

ため、魅力的なイベントを引き続き開催していきたいと
思っております。

弓 道 部 O B 会 支 部 支部長　長嶺 玉雄　土木工学科　昭和48年卒業

弓道部は昭和 40年に同好会として創部された 58年
の歴史のある部ですが、校友会支部としては申請が遅く、
令和 2年に承認されております。
現在は OB の中から監督を選出しており、2021 年

11 月には OB一期生、昭和 44 年機械工学科卒下郡慎
治監督の長年の現役指導に対して功労賞を頂きました。
昨年 4月からは弓道部 5代目新監督にOB4期生、昭和
47年電気通信工学科卒の中場晃（錬士六段）が就任し
定期的に大宮キャンパス弓道場（無想館）に出向き現役

を指導すると共に、春夏の合宿の際には五段以上のOB
数名と共に指導に出向いている状況です。
本OB会支部は現役指導・交流も大きな目的の一つで

有りますので、年 1度のOB・OG総会では無想館にて
現役との懇親射会を行うと共に、懇親会を行っておりま
す。
今後も弓道部OB会支部は現役支援及び母校、校友会

の発展に寄与してまいります。
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アメリカンフットボール部OB OG会支部 支部長　高橋 和基　機械工学科　平成25年卒業

本会は、「芝浦工業大学アメリカンフットボール部の
現役学生の活動を支援しながら、当部に在籍した経験の
ある者同士の相互交流を図り、大学・校友会の発展に寄
与する事」を目的として、2009 年に設立され本年で設
立 14 年目を迎えました。会員数は 100 名を超す組織
となっております。
昨年度の主な活動としては、現役への物資支援・試合

動画の配信・試合情報のアナウンス・チームグッズの販
売・会報の発行・後援会員募集活動・SNSでの情報発信・

試合の審判活動などを行いました。
昨年度は現役学生が 2部リーグでの初勝利、リーグ 4

位という創部史上最高の成績を収め、現役の活動も本会
の活動も年々勢いを増しております。
本年度は現役学生への更なる支援の拡充、会員同士の

相互交流、その他支援者への多様な価値の提供を行い、
大学の更なる発展、飛躍に貢献できる団体を目指して邁
進致します。引き続きのご支援の程、よろしくお願い致
します。

芝 浦 建 築 会 支 部 支部長　㓛刀 強　建築学科　昭和51年卒業

工学部建築学科と建築工学科およびデザイン工学部デ
ザイン工学科の建築・空間デザイン領域の 2学科 1領
域は、2017 年に統合・再編され、3コース（SA、UA、
AP）のある建築学部建築学科となりました。
『芝浦建築会支部』はこれまでの卒業生の会であった

「建築会」や「建友会」の活動を継承し、建築学部建築
学科の卒業生の会として設立されました。
会の目的は卒業生の近況報告や学部学科内の活動等を

発信し、卒業生相互、在学生と卒業生、先生方と卒業生

との関わりが持てる活動を通し、連体感と絆を深め、更
なる母校への愛着と誇りが持てる卒業生の拠り所となる
会を目指しています。
2022 年 12 月 5日に校友会常任委員会に於いて支部

設立承認を頂き、2023 年 6月 24 日に支部設立総会を
予定しています。
校友会支部の一員となります芝浦建築会支部に対し校

友会皆様のご理解とご協力宜しくお願い申し上げます。
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川 崎 市 役 所 支 部 支部長　篠田 剛　機械工学科　平成元年卒業

川崎市役所支部は、役所内の芝浦工業大学卒業生で構
成される校友会職域支部です。
現在約 30名の会員で活動をしております。
現在はコロナ禍で休止しておりますが、毎年、夏に支

部総会を開催し、芝浦工業大学と校友会、更に神奈川県
支部から来賓をお迎えして、学生時代の話や同窓生との
共通の話題で学生時代を思い出すきっかけになっていま
す。近年、20 代～ 30 代が中心となり、職場を超えて
交流も増え活気のある懇談会を行っており、お互いの交

流を踏まえて、普段、仕事では直接話さない先輩職員と
の人間関係の構築を含め、仕事へのアドバイスや学生時
代の部活・サークル活動にと話が盛り上がります。また、
新会員を歓迎する新年会では、お互いの近況を通して新
たな出会いもあり、支部内の結束を強めており、今後も
更なる会員の交流と親睦を図っていきたいと考えており
ます。
最後に、芝浦工業大学の益々のご発展と、校友会の皆

様のご健勝をお祈り申し上げます。

鹿 芝 会 支 部 支部長　増田 孝弘　建築工学科　昭和63年卒業

鹿芝会は鹿島建設およびグループ会社の芝浦工業大学
卒業生で構成する職域支部です。会員数は 2023 年 3
月現在で 152 名となっており、例年 5～ 8名の新入社
員を新規会員に迎え、役員クラスから新入社員まで幅広
い年齢層で活動しています。
主な活動内容は、校友会各種行事への参加、支部総会、

就職希望学生へのリクルート支援です。2022 年は
COVID19 に伴う自粛もやや緩和され、支部総会やリク
ルート支援は、対面とWeb 併用で開催いたしました。
Web 開催は遠方の会員も参加できるというメリットが

生まれ、今年の支部総会は例年に比べより多くの会員が
参加しました。
また、2023 年の弊社カレンダーのうち 2月は豊洲第

二校舎となっております。社内でも特に注目度が高い竣
工建物が翌年のカレンダーに掲載されます。それを誇り
に感じるとともに、無事に完成しましたことをたいへん
嬉しく思います。
最後に、芝浦工業大学のますますのご発展と、校友会

の皆様のご健勝をお祈り申し上げます。

鹿芝会総会　Teams 会議にて
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住 芝 会 支 部 支部長　鈴木 一巳　電気工学科　平成元年卒業

住芝会は平成 14年 1月に発足し、今年で 22年目と
なる職域支部です。住芝会の活動としては毎年一度、定
期支部総会及び懇親会を行なっております。
しかしながら、長引く新型コロナウイルス感染症拡大

を受け、ここ数年は書面形式による審議しかできており
ませんでした。そのため、特に 2020 年以降に加わった
新入会員とは顔を合わせる機会も叶わずにおりました。
先日、新入会員 9名を対象に顔合わせ会を実施し、校
友会と住芝会運営の主旨についての伝達並びに意見交換

会を行いました。
今後、新型コロナウイルス 5類への移行が実現し、

以前のような会合や懇親等ができ、情報共有や結束をさ
らに強化できるようになることを大いに期待していま
す。
令和 4年度は 5名の新入会員が加わりました。若い

力を借りて校友会活動を更に盛り立てていきたいと思っ
ております。引き続きご指導のほど、よろしくお願い申
し上げます。

清 水 建 設 芝 浦 会 支 部 支部長　鈴木 暁　建設工学専攻　平成9年卒業

清水芝浦会は清水建設株式会社に所属する卒業生で構
成され、2023年3月現在で約190名が所属しています。
新型コロナウイルス感染影響が出始めた2020年から現
在までの約 3年間で 30名以上の新入社員、キャリア入
社社員を新規会員に迎えてきました。
2023 年 4月には 10名以上の卒業生が入社を予定し

ており、年々会員数は増加すると共に若い世代が多く在
籍する状況です。

然しながら、新型コロナウイルスの感染防止対策の観
点から、例年、毎年 1回実施していた定期支部総会並
びに懇親会はここ数年中止となり、本格的な支部活動が
運営されておりません。2023 年度は是非とも支部総会
並びに懇親会を開催し、支部内の情報共有を図り活性化
したいと思います。最後になりますが、芝浦工業大学の
益々のご発展、校友会の方々のご健勝をお祈り申し上げ
ます。
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大成芝浦会は大成建設の芝浦工業大学の卒業生で構成
する、校友会職域支部でございます。支部員数は今年 3
月時点で、建築176名と土木 43名の合計 219名となっ
ております。
コロナ禍の影響で支部活動はこの 3年特に行ってお

らず、ようやくこの 3月 9日に東京や埼玉といった首
都圏の建築施工メンバー 10人で、ささやかな会合を開
催しました。
今後は建築施工だけではなく土木、設計、都市開発と

いった社内の各分野の社内同窓社員との情報交換や連携
を取っていけるような体制づくりを新年度には手掛けて
いきたいと考えております。それとともに校友会活動を
通じて大学側との繋がりを深めていければと思います。
来たる 2023 年度は建築施工で 3人の新入社員を迎

え新たなスタートを切り、社内同窓社員が活躍できるよ
う且つ大成芝浦会の活性化した活動を今後も継続できる
よう取り組んで参る所存でございますので何卒宜しくお
願い致します。

大 成 芝 浦 会 支 部 支部長　石久保 猛　建築学科　平成7年卒業

竹 中 芝 浦 会 支 部 支部長　髙野 直人　建築学科　昭和62年卒業

竹中芝浦会は竹中工務店およびグループ会社の芝浦工
大卒業生、退社OB、OGで構成する校友会職域支部です。
支部員数は現役世代約 150名、OB、OGが約 125名で
す。
当支部は平成 14年度設立と会社創立年に比し歴史が

浅く、先輩・後輩関係が後になって分かるというケース
が目立ちました。支部活動は、年 1回総会・新人歓迎
を兼ねた懇親会を開催する事、グループ内の風通しを良
くする事の 2つを柱としています。

支部の会については、ここ 3年超に及んだ感染症拡
大で開催が難しい状況となっていましたが、今年は開催
方法自体発想転換して盛り上げていきたいと考えていま
す。
（写真は少し以前の集合写真です）
大学も企業も『工』、即ち、ものづくりの精神に基づ

いてこれからも発展あるのみと心得ます。芝浦工大なら
びに芝浦工大校友会のご健勝を祈念致します。
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前 田 芝 浦 会 支 部 支部長　黒岩 貴志　土木工学科　昭和60年卒業

前田芝浦会は、前田建設工業株式会社および同関連会
社に所属する芝浦卒業生で構成され、2018 年度に登録
された職域支部です。会員数は、現在 90名で新入社員
からシニア層までの幅広い年齢構成ですが、ここ 10年
ほどは新入社員が継続して多く入社していることから、
30代半ば以下の若手だけで会員の半数超を占めるとい
う若くて活気のあるメンバー構成となっています。
2022 年度も 4名の新入社員を迎え、本来であれば例

年以上の支部総会を開催したかったところですが、コロ
ナ禍により大規模な総会および懇親会は 3年続けて断
念せざるを得ませんでした。来年度は、ぜひ豊洲キャン
パスの新校友会館にて開催できればと考えています。
今後も年代・職種を超えた同窓交流の場としつつ、リ

クルート活動においても芝浦卒業生のつながりをいかし
て活動の活性化を図っていく所存です。引き続きよろし
くお願い致します。

フジタ芝浦会支部長を務めさせていただいている、重
冨正昭と申します。支部長歴も 4年目に入りますが、
これまで 3年間の活動はほぼゼロ。コロナ禍が収まっ
た今年度こそは支部長の責務を全うしたいと考えており
ます。
2022 年 4 月に 2 名の新入社員を迎え入れ、全国

102 名の支部会員で活動をスタートいたしました。し
かしながら、先述のとおりコロナ禍の影響を受け、活動

らしいことは何もできなかったのが実状です。
春からは新しい仲間を 2名加えて総勢 104 名の支部

となります。先述のとおり、今年度はこれまでの数年間
の分まで活発に活動し、コミュニケーションを図ってま
いります。
また、一年よろしくお願いいたします。
（掲載の写真はコロナ感染拡大前のものです）

フ ジ タ 芝 浦 会 支 部 支部長　重冨 正昭　建築学科　昭和61年卒業
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“支部旗”全国にひるがえる
　芝浦工業大学校友会は本年で設立 96周年を迎え

ます。

　校友会は、地域支部・海外支部・同好会支部・職

域支部を合せると全国で 96の支部数になり、卒業

生は国内外のあらゆる地域、会社などで活躍してい

ます。

　支部旗は、我ら同窓生の旗じるしであり、永遠に

芝浦工業大学の卒業生としての誇りであります。

　支部総会を連続4回開催し、各回 10名以上の参

加者があり、継続して開催されている支部に授与さ

れます。

　これから授与される支部のご健闘を祈ります。
平成30年全国総会で揚げた支部旗

支部旗

芝浦工業大学校歌CDの販売
「曲目」
１．芝浦工業大学校歌

２．応援歌

３．校歌演奏

　　指揮：金　洪才

　　独唱：望月哲也

　　演奏： 新日本フィルハーモニー

交響楽団

「校歌」
　　作詞：北原白秋

　　作曲：山田耕作

●CDに関するお問い合わせ先
【芝浦工業大学校友会】
〒135-8548
東京都江東区豊洲3-7-5　芝浦工業大学内
TEL：03-5859-7980
FAX：03-5859-7981
e-mail：sitfriends@shibaura-koyu.jp

●振込先
郵便局：加入者名：芝浦工業大学校友会
口座番号：00160-5-9575

●代金
定価：2,000円
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　　　　　　　　校友会　常任幹事会　名簿 （役員を除く）　　令和4年6月11日　現在
※原則、学部卒業年を表記

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

中村　宏
土木工学科　昭和37年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

永田　昻生
土木工学科　昭和42年

常任幹事・財務委員会

淺野　昌宏
電子工学科　昭和44年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

木村　喜有
土木工学科　昭和44年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

米澤　稔
建築学科　昭和44年

常任幹事・組織委員会

小野瀬　等
通信工学科　昭和45年

常任幹事・総務・広報委員会

小平　和一朗
電子工学科　昭和45年

常任幹事・例規委員会

谷川　潮
機械工学第二学科　昭和45年

常任幹事・組織委員会

橋本　雅夫
建築学科　昭和45年

常任幹事・事業委員会

植松　恵一
通信工学科　昭和46年

常任幹事・組織委員会

内田　武男
土木工学科　昭和46年

常任幹事・特別委員会

枝広　英俊
建築学科　昭和46年

常任幹事・特別委員会

角野　和明
建築学科　昭和46年

常任幹事・組織委員会

辻村　建
建築学科　昭和46年

常任幹事・組織委員会

前野　和博
工業経営学科　昭和46年

常任幹事・特別委員会

井出　恵尉
工業経営学科　昭和47年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

住友　正樹
建築学科　昭和47年

常任幹事・組織委員会

長井　義明
建築学科　昭和47年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

増山　栄
建築学科　昭和47年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

赤井　和憲
土木工学科　昭和47年

常任幹事・例規委員会

赤坂　邦雄
機械工学科　昭和48年

常任幹事・総務・広報委員会

佐野　茂彰
機械工学科　昭和48年

常任幹事・事業委員会

髙木　光一
機械工学科　昭和48年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

柏本　保
建築学科　昭和49年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

川本　勝一
建築学科　昭和49年

常任幹事・事業委員会

斎藤　教男
建築学科　昭和49年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

神野　兼次
建築工学科　昭和49年

常任幹事・事業委員会

森本　静
工業経営学科　昭和50年

常任幹事・特別委員会

浅見　勝
建築学科　昭和51年

常任幹事・校友会事務局長

依田　幸秀
金属工学科　昭和51年

常任幹事・組織委員会

犬塚　祥二
建築工学科　昭和54年

常任幹事・組織委員会

関根　良
電気工学科　昭和54年

常任幹事・事業委員会

山田　豊人
電気工学科　昭和54年

常任幹事・事業委員会

田村　稔
建築学科　昭和55年

常任幹事・総務・広報委員会

中根　眞行
工業経営学科　昭和55年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

文倉　辰夫
電気工学科　昭和55年
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常任幹事・
特別委員会/選挙管理委員会

筋野　豊司
機械工学第二学科　昭和56年

常任幹事・例規委員会

本間　哲哉
電子工学科　昭和56年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

平井　良樹
工業経営学科　昭和57年

常任幹事・
全国総会時地域ブロック総括担当

片倉　隆幸
大学院工学研究科　昭和58年

常任幹事・組織委員会

角田　隆二
土木工学科　昭和59年

常任幹事・組織委員会

本村　雅洋
機械工学科　昭和59年

常任幹事・
特別委員会/選挙管理委員長

佐々木　克則
電気工学科　昭和60年

常任幹事・例規委員会

三好　達朗
機械工学科　昭和60年

常任幹事・総務・
広報委員会/選挙管理委員会

百瀬　和浩
建築工学科　昭和60年

常任幹事・財務委員会

渡辺　通宏
二部機械工学科　昭和60年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

山下　博幸
建築学科　昭和60年

常任幹事・特別委員会

山田　サトシ
建築学科　昭和61年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

内山　毅
金属工学科　昭和62年

常任幹事・総務・広報委員会

藤田　利行
電気工学科　昭和62年

常任幹事・事業委員会

田中　直彦
通信工学科　昭和63年

常任幹事・事業委員会

鶴　浩一郎
建築学科　昭和63年

常任幹事・事業委員会

村島　充裕
建築学科　昭和63年

常任幹事・総務・広報委員会

安藤　吉伸
機械工学科　平成1年

常任幹事・財務委員会

進木　正博
機械工学科　平成1年

常任幹事・特別委員会

福田　栄寿
機械工学第二学科　平成1年

常任幹事・財務委員会

苅谷　義治
金属工学科　平成2年

常任幹事・事業委員会

小宮山　由起江
土木工学科　平成2年

常任幹事・特別委員会

鈴木　洋
通信工学科　平成2年

常任幹事・例規委員会

齋藤　敦史
通信工学科　平成4年

常任幹事・事業委員会

長谷川　浩志
機械工学第二学科　平成4年

常任幹事・事業委員会

安田　俊司
機械工学第二学科　平成4年

常任幹事・例規委員会

土居　和雅
建築学科　平成4年

常任幹事・財務委員会

野城　正人
工業経営学科　平成5年

常任幹事・例規委員会

山口　正樹
電子工学科　平成5年

常任幹事・特別委員会

安藤　毅
建築学科　平成7年

常任幹事・事業委員会

市川　拓
機械工学第二学科　平成8年

常任幹事・組織委員会

坂地　世紀
建築学科　平成8年

常任幹事・特別委員会

伊与田　岳史
土木工学科　平成9年

常任幹事・事業委員会

福井　浩二
工業化学科　平成10年

常任幹事・財務委員会

望月　秀晃
土木工学科　平成11年

常任幹事・事業委員会

吉川　伸也
機械工学科　平成11年
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常任幹事・総務・
広報委員会/選挙管理委員会

中川　雅史
土木工学科　平成12年

常任幹事・事業委員会

野元　明俊
二部電気工学科　平成12年

常任幹事・総務・広報委員会

今井　理裕
材料工学専攻　平成14年

常任幹事・財務委員会

中島　毅
材料工学科　平成14年

常任幹事・事業委員会

奥田　耕一郎
環境システム学科　平成15年

常任幹事・総務・
広報委員会/選挙管理委員会

滝下　勇
二部電気設備学科　平成16年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

田口　智大
建築工学科　平成16年

常任幹事・総務・広報委員会

髙橋　哲
二部電気設備学科　平成17年

常任幹事・総務・広報委員会

畠山　佳代
環境システム学科　平成17年

常任幹事・財務委員会

西河　洋一
MOT　平成21年

常任幹事・総務・広報委員会

川野　亜希
応用化学科　平成23年

常任幹事・総務・広報委員会

有泉　智貴
生命科学科　平成24年

常任幹事・財務委員会

秋山　力洋
材料工学科　平成27年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

金丸　真奈美
通信工学科　平成27年

常任幹事・特別委員会

増田　純一
材料工学科　平成28年

常任幹事・特別委員会

佐藤　みなみ
材料工学科　平成31年

　　　　　　　　　　校友会　相談役・顧問　名簿 令和4年4月5日　現在

相談役

大丸　征史
電子工学科　昭和39年

相談役

金井　昭三
機械工学第二学科　昭和41年

相談役

郡司　卓臣
機械工学科　昭和43年

顧問

岡本　嘉行
建築学科　昭和34年

顧問

滝澤　厚征
建築学科　昭和39年

顧問

田口　継道
建築学科　昭和39年

顧問

今村　均
機械工学科　昭和40年

顧問

岡本　泰明
機械工学科　昭和41年

顧問

雲然　國幸
機械工学第二学科　昭和41年

顧問

吉野　巌
機械工学科　昭和43年

顧問

岩本　行雄
工業化学　昭和44年

顧問

渡辺　碩
建築学科　昭和45年
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校友会　支部及び支部長紹介
令和 5年 4月 11日現在

支部名
支　部　長

支部名
支　部　長

氏　名 卒年・学科 氏　名 卒年・学科
北 海 道 小 川 博 司 45 工 業 経 営 学 科 シンガポール 長 尾　　 剛 61 建 築 工 学 科
青 森 木 村 喜 有 44 土 木 工 学 科 MOT 同 窓 会 西 河 洋 一 H21 工学マネジメント専攻
岩 手 遠 藤 龍 一 50 建 築 工 学 科 機械工学科同窓会 髙 木 光 一 48 機 械 工 学 科
秋 田 池 田 広 志 55 建 築 工 学 科 よ ろ く 会 小 寺 貴 士 46 通 信 工 学 科
宮 城 杉 﨑 年 英 48 土 木 工 学 科 芝 友 会 中 村 信 夫 43 電 気 工 学 科
山 形 川 越　　 進 46 土 木 工 学 科 緑 会 井 家 良 明 35 建 築 学 科
福 島 樋 口 正 人 53 電 気 工 学 科 英 交 会 篠 原 俊 正 54 金 属 工 学 科
栃 木 池 田　　 猛 48 土 木 工 学 科 黒 潮 会 岡 野 浩 一 58 建 築 学 科
茨 城 増 山　　 栄 47 建 築 学 科 二部ワンダーフォーゲル部 OB 会 伊 藤 孝 夫 51 二部機械工学科
群 馬 山 口 幸 治 61 建 築 工 学 科 錬 心 会 飯 島 敏 春 54 機 械 工 学 科
埼 玉 吉　池　富士夫 51 金 属 工 学 科 柔道部 OB 会 間中　豊（支部長代行） 62 建 築 学 科
千 葉 県 金 井 昭 三 41 機械工学第二学科 ギター部OB会 神 野 兼 次 49 建 築 工 学 科
東 京 総 支 部 谷 川　　 潮 45 機械工学第二学科 芝浦技術士会 片 桐 勝 広 H2 二部電気工学科
多 摩 中 根 眞 行 55 工 業 経 営 学 科 硬式野球部OB会 長 野 庸 平 H16 材 料 工 学 科
神 奈 川 長 井 義 明 47 建 築 学 科 TBT（鳥人間）OB・OG同好会 安 保 知 佳 H27 通 信 工 学 科
新 潟 臼 井 静 男 48 土 木 工 学 科 ハンドボール部OB会 井 出 恵 尉 47 工 業 経 営 学 科
長 野 北 村 武 彦 45 建 築 学 科 ソフトテニス部OB会 大木　茂（支部長代行） 50 二部電気工学科
山 梨 渡 辺 一 郎 46 建 築 工 学 科 ヨット部OB会 菊 池 邦 仁 60 金 属 工 学 科
富 山 福 井 幸 博 H23 地域環境システム専攻 スキー部OB会 小 川 博 司 45 工 業 経 営 学 科
石 川 多 田 哲 則 54 建 築 学 科 熱流体力学研究会 富 山 博 明 57 機 械 工 学 科
福 井 永 井 弘 明 53 建 築 学 科 ラグビー部OB会 山 田 豊 人 54 電 気 工 学 科
岐 阜 平 井 良 樹 57 工 業 経 営 学 科 サッカー部OB会 福 井 武 和 H23 機 械 工 学 専 攻
静岡県同窓会 狩 野 行 宏 55 工 業 経 営 学 科 弓道部 OB 会 長 嶺 玉 雄 48 土 木 工 学 科
愛 知 野 村 憲 司 58 金 属 工 学 科 アメリカンフットボール部OBOG会 髙 橋 和 基 H26 機 械 工 学 科
三 重 谷　水　佐久也 50 電 子 工 学 科 芝 浦 建 築 会 功 刀　　 強 51 建 築 学 科
関 西 松 岡 英 治 54 建 築 学 科 奥村組芝浦会 坂 地 世 紀 H8 建 築 学 科
鳥 取 富 本 哲 郎 40 電 気 工 学 科 神 奈 川 県 庁 村 田　　 淳 H15 土 木 工 学 科
岡 山 沖 本 光 昭 45 通 信 工 学 科 川 崎 市 役 所 篠 田　　 剛 H1 機 械 工 学 科
島 根 浅 野 正 教 45 建 築 学 科 関電工芝浦会 藤 井 和 彦 61 土 木 工 学 科
広 島 川 本 勝 一 49 建 築 学 科 京 三 岩 倉 哲 史 58 通 信 工 学 科
山 口 福 田 隆 行 50 土 木 工 学 科 熊 谷 組 芝 浦 会 宮 澤　　 守 H3 建 築 学 科
香 川 田 岡 哲 也 57 金 属 工 学 科 五洋建設芝浦会 柳 沢 純 一 62 建 築 工 学 科
徳 島 佐 藤 幸 好 50 建 築 工 学 科 三 芝 会 土 居 和 雅 H5 建 築 学 科
愛 媛 児 山　　 均 49 機械工学第二学科 鹿 芝 会 増 田 孝 弘 63 建 築 工 学 科
高 知 山 本 茂 和 51 通 信 工 学 科 清水建設芝浦会 鈴 木　　 暁 H9 建 設 工 学 専 攻
大 分 平 井 寛 行 52 通 信 工 学 科 住 芝 会 鈴 木 一 巳 H1 電 気 工 学 科
福 岡 角　　 敬 之 45 工 業 化 学 科 大 成 芝 浦 会 石久保　　　猛 H7 建 築 学 科
宮 崎 長 池 正 恕 50 電 子 工 学 科 ダ イ ダ ン 関 口 秀 行 63 建 築 工 学 科
熊 本 永 田 昻 生 42 土 木 工 学 科 大 日 本 土 木 長谷川　勝　己 56 土 木 工 学 科
佐 賀 山 田 清 人 48 通 信 工 学 科 高砂熱学工業 竹 内 祥 貴 55 電 気 工 学 科
長 崎 藤 本 博 文 61 工 業 化 学 科 竹 中 芝 浦 会 髙 野 直 人 62 建 築 学 科
鹿 児 島 小 薗 定 夫 48 建 築 工 学 科 戸田建設芝浦会 古 越　　 仁 55 電 気 工 学 科
沖 縄 仲 西　　 聰 56 土 木 工 学 科 日比谷芝浦会 岡 本 正 仁 45 建 築 学 科
韓 国 金　　 範 得 19 土 木 工 学 科 フジタ芝浦会 重 冨 正 昭 61 建 築 学 科
台 湾 陳　　 祈 龍 H5 通 信 工 学 科 不動産建設芝浦会 清 水 修 司 44 建 築 学 科
タ イ 王 国 野 本 利 迪 H2 建 築 工 学 専 攻 前 田 芝 浦 会 黒 岩 貴 志 60 土 木 工 学 科
上 海 照 沼 昌 弘 61 金 属 工 学 科
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芝浦工業大学では、本学の教育・研究成果を地域社会に還

元し、また学びの場を提供することを目的として、公開講座

を実施しています。卒業生の皆さまも学んでみませんか。

卒業生の皆様へ

公開講座のお知らせ

お申込みはこちらから！

対面とオンラインで開催します。
地方や海外からもぜひご参加ください！

生涯学習で「学ぶ楽しさ」
一般の方向けの講座、技術士講座をキャンパスやオンラインで学ぶことができます。

理科や科学を楽しく学べる、子供向け体験講座もあります！

▴ 第一線の芝浦工大の先生が
分かりやすくレクチャー！

▴ プログラミング講座も開催！

▴ 新校舎を見学する講座も
開催予定！

▴ 芝浦工大生が教えてくれる
楽しい子供向け講座！

・大学ホームページ、またはQRコードからお申込みください。
https://extension-programs.shibaura-it.ac.jp/

・お問合わせ：芝浦工業大学 地域連携・生涯学習センター
TEL：03(5859)7120 E-mail:rclls@ow.shibaura-it.ac.jp
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Ginza sicilia toyosu ten
銀座シシリア豊洲店
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生協のパーティプラン

ご予算や式次第に応じてご提案致します！

大切なご友人やお仲間と素敵な時間をお過ごし下さい。

日程やメニューなど、お気軽にご相談下さい。

松

1名様 ￥5,500(税込)～

フィンガーフード各種

サンドイッチ、マリネ

オードブル、ローストビーフ

デザート 等

飲料各種（３０名想定）

【定員】 10名～100名 【貸切時間】2時間 【形式】立食・着席

芝浦工業大学生協 豊洲カフェテリア

03-5859-7920
〒135-8548 東京都江東区豊洲3-7-5 交流棟３階

お電話またはメールにてお問合せください

メール ： Hayashi.Yasuo@univ.coop
※ご予約は２週間前までにお願い致します

TEL

予約
方法

写真を
入れてください

写真を
入れてください

写真を
入れてください

写真を
入れてください

竹

1名様 ￥4,000(税込)～

握り寿司、サンドイッチ

ミルフィーユカツ、豚角煮

若鶏黒酢、和風４種盛り

デザート

飲料各種（３０名想定）

梅

1名様 ￥3,000(税込)～

握り寿司、唐揚げ＆ポテト

イカリング、塩焼きそば

揚げ餃子＆春巻、肉団子

デザート

飲料各種（３０名想定）

眺望の良い交流棟３階にて素敵な会をサポートします
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　2022 年度校友会活動にご尽力いただきありがとうございます。
　また、校友会事務局運営にご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　昨年 9月に芝浦キャンパスから豊洲キャンパスに移り、本年 4月より新たに國北圭二さんが事務局に加わ
り、2023 年度のスタートを切らさせていただきました。リフレッシュした気持ちで 2023 年の校友会活動
に臨みたいと考えています。
　2023 年度は 3年ごとに行われる校友会幹事・常任幹事の選考や役員の選挙があり、卒業生評議員選考も
実地されます。事務局として精一杯努力する所存でありますが、皆様方のご支援・ご協力も賜りますよう宜
しくお願い申し上げます。（依田）

　４月から校友会事務局に勤務しています國北圭二と申します。昭和５６年３月に機械工学第二学科を卒業
し、自動車開発の道を只管歩んできました。６５歳となった昨年８月に４１年間勤めた会社を定年退職しま
した。これまで英交会支部で副支部長　兼事務局長を務めてきましたが、校友会本部の事務局となりますと
組織規模も格段と大きくなり難しさも拡大します。更に身を引き締めて微力ではありますが校友会の皆様の
お役に立てればという所存です。自動車、ヨット、カヤック、キャンプが大好きです。そういった余暇のお
話もできたら嬉しく思います。皆様よろしくお願いいたします。（國北）

　新型コロナウイルスもようやく収束し、社会は 5月 8日からの
5類感染症への移行に向けて、対策緩和ムードが高まっていますが、
校友会の皆様はじめご一同様はお変わりなくお過ごしでしょうか。
　昨年の 9月に芝浦キャンパスから豊洲キャンパスへ移転いたし
ました。高層ビル群に囲まれたキャンパスですが、近所のお子さ
んたちが集える公園も完備されており、地域一体型の素敵なキャ
ンパスです。お近くにお越しの際はぜひお立ち寄り下さい。
　最後に、校友会運営に関して、私どもで何かお役に立てること
がございましたら､ 最大限サポートさせていただきますので遠慮
なくお申し付けください。
　今後ともご指導の程、よろしくお願い申し上げます。（宮坂・中
瀬古）

校友会本部事務局紹介

生協で大学オリジナルグッズ販売中です！

芝浦工業大学生協 豊洲書購買書籍部

03-5859-7900
〒135-8548 東京都江東区豊洲3-7-5 交流棟2階

TEL

芝浦工業大学生協 大宮購買書籍部

048-720-6600
〒337-0003 埼玉県さいたま市見沼区深作307

TEL

芝浦工業大学の校章やスクールカラーのディープグリーンをモチーフとした芝浦グッズを販売しています。
芝浦工業大学への寄付返礼品の中でも人気の商品です！

長陽福娘 山田錦純米酒
720ml 1,430円

五神 純米吟醸 720ml
「山田学長オリジナルラベル」

1,430円

帝国ホテル カレー 6食セット 4,290円

帝国ホテル スープ詰め合わせセット 4,180円
タンブラー 1,400円
コーヒー 160円

ナノブロック本部棟 2,890円

SHIBAURA GOODS

大宮購買書籍部

（写真左から）中瀬古さん、國北さん、依田さん、
宮坂さん
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在校生就職支援ご協力のお願い
　かねてより各支部から芝浦工業大学の学生が自社にほしいとのご要望を頂いておりました。
それを受け、校友会執行部に「在校生就職支援委員会」を立ちあげました。芝浦は就職率が高
い大学ですが、就職率 100％にはまだ至っていません。全国卒業生の関連企業の皆様に、求人
のご協力をお願い致します。12月以降の採用もご検討いただけるような、中小問わず企業の校
友の皆様へご協力をお願い申し上げます。
　具体的な流れとしては、以下になります。
　１、校友会ホームページから「求人申込書」をダウンロード、記入
　２、校友会事務局へ提出
　３、校友会事務局が大学の就職担当者へ提出
　４、学生の希望があった場合、校友会事務局から企業担当者へ連絡
　５、学生と企業で出願、選考
　６、結果を校友会事務局へ連絡
　即希望に添えるとは限りませんが、ひろく学生に PRをしたいと考えております。何卒ご高
配を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

求人申込書：　http://www.shibaura-koyu.jp/renraku/info.php?id=78
送　付　先：　〒108－ 8548　東京都江東区豊洲 3－ 7－ 5　芝浦工業大学内
E - m a i l：　sitfriends@shibaura-koyu.jp
T e l 　：　（03）5859 － 7980　　F a x 　：　（03）5859 － 7981

　例年、芝浦工業大学の学生の就職活動の支援に、ご協力いただき、ありがとうございます。
11月に、本学の校友の皆様にご協力をいただきまして、「OB・OGに聞く！シゴト研究フェア」
を開催することができました。社会で御活躍されている先輩のお話を聞く貴重な機会を持つ
ことができました。2月に、「卒業生企業役員によるパネルディスカッション」を開催する
ことができました。このパネルディスカッションでは、校友会長も含め、本学の校友の中で
企業役員をされている方々（5名の皆様）にパネラーとして御参加いただきました。各パネ
ラーの皆様から、企業役員の立場で、あるいは、先輩の立場で、本学学生の魅力や弱点など
を教えていただきました。重役面接や最終面接で、気を付けるべき点なども教えていただき
ました。「説明会などでは聞けない貴重な情報を得られた」というような感想もあり、本学
学生にとって非常に有益なパネルディスカッションになったものと思われます。校友会の皆
様のご支援に感謝申し上げます。
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◆編集者
芝浦工業大学校友会　総務広報委員会

　𠮷池富士夫（昭和 51年　金属工学科卒） 中川　雅史（平成 12年　土木工学科卒）
　林田　和雄（昭和 52年　建築学科卒） 今井　理裕（平成 14年　材料工学専攻卒）
　小平和一朗（昭和 45年　電子工学科卒） 滝下　勇　（平成 16年　二部電気設備学科卒）
　佐野　茂彰（昭和 48年　機械工学科卒） 髙橋　哲　（平成 17年　二部電気設備学科卒）
　中根　眞行（昭和 55年　工業経営学科卒） 畠山　佳代（平成 17年　環境システム学科卒）
　百瀬　和浩（昭和 60年　建築工学科卒） 川野　亜希（平成 23年　応用化学科卒）
　藤田　利行（昭和 62年　電気工学科卒） 有泉　智貴（平成 24年　生命科学科卒）
　安藤　吉伸（平成 1 年　機械工学科卒）

校友会本部事務局

　依田　幸秀（昭和 51年　金属工学科卒） 宮坂　文枝
　國北　圭二（昭和 56年　機械工学第二学科卒） 中瀬古幸子

編集者・協力者　一覧
順不同、敬称略
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鹿 島 建 設 株 式 会 社　　代 表 取 締 役 社 長　　天野裕正

鹿島建設株式会社横浜支店　　副社長執行役員支店長　　野村高男

芝浦工業大学消費生活協同組合

大学と連携し学生生活をサポート

h t t p s : / / w w w . k k - k e n s h o . c o . j p

インフラ設備を支える
プロフェッショナル集団

専務取締役

小　杉　成　之
（昭和52年　土木工学科卒業）

〒135-0061　東京都江東区豊洲 1-3-1
TEL 03-5548-2517
URL https://www.infraise-co.com/
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いい仕事には、体温がある。

取締役会長小 川  達 生
（昭和51年　通信卒）

〒112-0004 東京都文京区後楽1-5-3
TEL 03-5802-0321
FAX 03-5802-0322

URL　https://www.nisin.co.jp/

株式
会社日新コンピュータシステム

代表取締役　金　子　和　平
（昭和 44 年　経営工学科卒）

https://akane-green.co.jp/

造園会社です　お困りの方はご相談ください

代表取締役　宮  本 　｠博
昭和 47年卒　建築学科
（校友会　徳島県支部顧問）

本　　社：徳島市福島 1-5-6 TEL:088-625-5505
東京本店：中央区八丁堀 2-28-10 宮設計ビル TEL:03-6280-3305

http://www.miyasekkei.com
E-mail:miyamoto@miyasekkei.com

㈱
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代表取締役社長　髙見澤　和夫

〒164-0011  東京都中野区中央２丁目４８番５号
TEL　03-3227-3361

URL　https://www.tacy.co.jp

交通システム機器のパイオニア

世界初の多能式自動券売機を開発
（日本機械学会　機械遺産「第 50号」認定）

株式会社
TAW建築設計事務所

代表取締役 渡辺 碩
昭和45年建築学科卒

〒111-0042
東京都台東区寿3-3-2
TEL：03-3841-7368 FAX：03-3841-7107
E-mail：taw@mvd.biglobe.ne.jp
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私たちは、優れた製品とサービスを通じて、豊かで快適な住生活の
未来を創造する住まいと暮らしの「総合住生活企業」です。

加工開発のメーカーです。
セラミックスの加工は
当社へご相談ください。

小貫　諭 会　長

（1975  工化卒   1977  修士修了）

群馬セラミックス株式会社
〒375-0055
群馬県藤岡市白石1444
Tel  0274-22-2096  Fax 0274-24-4974
https://www.guncera.co.jp 

H02　工化卒

伊 藤  博 之

「男と女のワイン術」
伊藤博之・柴田さなえ著
日本経済新聞出版社刊

ワインバー・ワインの小売販売
ワインの通信販売、全国発送可能

おかげさまで100周年
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執行役員　支社長

石藤　清孝

代表取締役社長 遠　藤　亘　持

〒362-0058 埼玉県上尾市上野 537 番地
 TEL. ０４８（７２５）２０６１㈹
 FAX. ０４８（７２５）２０６３
 E-mail：info@endohss.com
 http://www.endohss.com

ENDOH NOBUYOSHI

（昭和 43 年卒　機械工学科）

日本通運株式会社　関東甲信越ブロック
ロジスティクスビジネスユニット
移転引越第二営業部　秋葉原事業所
〒114-0013　東京都北区東田端2丁目15番8号
連絡先　03-5901-9022
 URL　　http://www.nittsu.co.jp      

建築とまちづくり

代表取締役  所　長　三井所　清　典
代表取締役  副所長　大　倉　靖　彦

〒150-0002
東京都渋谷区渋谷 1丁目 2 0番 1号
電話 03-3409-4532　FAX 03-3409-3394
https://www.alsed.co.jp

アルセッド建築研究所

株式会社オカムラ　 首都圏営業本部 日本橋支店

https://www.okamura.co.jp/

本　　社 東京都新宿区新宿 6-28-7 新宿イーストコート 3階
〒160－0022 TEL.03-4589-6911  FAX.03-4589-6312
高円寺支店 東京都杉並区高円寺南 4-26-16 芦野ビル 3階
〒166－0003 TEL.03-6383-1771  FAX.03-6383-1882

（H2 工業経営 卒）

不動産建設 芝浦会

代表取締役　佐藤 隆之
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代表取締役社長　土田　雄一郎 136-0075 東京都江東区新砂1丁目3-3
1191

建物管理／保険代理

高等教育事業部
〒135-0016
東京都江東区東陽2-3-25
TEL 03（5634）6292
FAX 03（5634）6861
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校友会ホームページはこちら
http://www.shibaura-koyu.jp/




